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第１ 章
波佐見町と波佐見焼

１ 波佐見町の位置と概要

２ 波佐見焼について

は さ み ちょう

波佐見町は、長崎県の中央北部に位置し、長崎県佐世保市・川棚町、佐賀県の有田町・山内町・武雄市・

嬉野町と隣接する県境の町です。東西１０．５�、南北７�、周囲３３�を測り、総面積は５５．９７�です。
おお

町の周囲には木々に覆われた緑豊かな山々がめぐり、その山々を発した多くの小河川は、谷間をぬって波

佐見川へと注ぎこんでいきます。そして、波佐見川の流れに沿うように、中央から西部にかけて平野が広がっ

ています。波佐見町は山あいの盆地の町であり、長崎県内では数少ない「海無し町」ですが、様々な「山の
とうせき

産物」に恵まれ（註１）ています。中でも、町南東部の丘陵一帯から産出する磁器の原料－陶石－は、江戸時代、
ようぎょう

波佐見の地にやきもの生産－窯業－を定着させ、発展させることになりました。

このように、波佐見町は、燃料（木々）、水（小河川）、土（陶石）というやきもの生産に欠かせない３つ
そろ

の条件が揃った、窯業に非常に適した環境を持つと言えます。

（註１）江戸時代には銅、明治時代には金（「波佐見金山」）が採掘されていた。

波佐見の窯業は、江戸時代初期、今から約４００年前に始まり、

以降、一度も途絶えることなく続けられてきました。現在、波

佐見町の人口は１５，６７９人、世帯数は４，６４１世帯を数えますが

（２００４年３月末）、町の就業人口約８，５００人のうち窯業関係者は

約４割を占め、１１０社程の窯元が、日々多くのやきものを生産

しています。とくに、和食器の出荷額は国内全体の１３％にも及

び、長崎県下では最大、全国でも第３位の実績を誇っています。
つちか

波佐見町は、４００年という長い歴史に培われた窯業の伝統を

保持しつつ、現在もなお「やきものの町」として生き続けてい

るのです。
は さ み やき

ところが、波佐見で生産されたやきもの、「波佐見焼」は、

残念ながら、全国的に知れ渡っているとは言えません。それは、

江戸時代には当時の積出港の名を取り「伊万里焼」と、そして、

明治時代以降は、積出駅の有田の名を取り「有田焼」と称されてきたためです。「伊万里焼」・「有田焼」の

中には、実は多くの「波佐見焼」が含まれているのです。

それでは、次章以降、波佐見焼の奥深く豊かな４００年の歴史、いわば、波佐見焼をめぐり多くの人々が織

りなしてきた壮大なドラマをひもといてみることにしましょう。波佐見焼がいつ頃成立し、成長・発展を遂

げてきたのか、また、波佐見ではどのようなやきものを生産してきたのかを是非ご覧になって下さい。
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第２ 章
波佐見焼の歴史

１ 波佐見焼のあけぼの

ポ イ ン ト

１

２
３

てんしょう

織田信長や豊臣秀吉が天下統一へのラストスパートをかけ、戦国の世がまさに終わろうとしていた天正年
ひ ぜん とう き

間（１５７１～１５９１）の頃、肥前（現在の佐賀県・長崎県の一部）で初めてやきもの－陶器が焼かれます。（註１）
から つ

その後、１６世紀末から１７世紀の初めにかけて、陶器生産は肥前一帯へ広まりを見せ、肥前産の陶器－唐津
やき せ と み の

焼－は、瀬戸・美濃産陶器と国内市場を二分するまでに急成長を遂げていきます。波佐見の地に初めて窯が

築かれ、陶器の生産が開始されたのもちょうどこの頃です。
ひえ こ ば しもひえ こ ば かまあと

平成５年（１９９３）、稗木場地区に所在する下稗木場窯跡の発掘調査は、波佐見焼の歴史に新たな１ページ
ものはら ふなどく り つぼ

を加えることになりました。物原の調査によって出土したやきものは全て陶器で、皿、碗、船徳利、壺、大
かめ はた の はらかまあと

型の甕などが発見されています。これら出土品の中には、従来まで波佐見最初の窯とされてきた畑ノ原窯跡
さかのぼ

のものよりも、さらに時代が遡る様々な特徴が見られ、下稗木場窯跡は町内最古の登窯であることが明らか

になりました。
ようたい

同時に、窯体も調査しましたが、１室の大きさは、

幅２．３�、奥行１．９�ほど、窯の全長は２２�以内、部屋
のぼりがま

数も１２室以内に収まる小規模な登窯であったことが判

明しています。

下稗木場窯跡が営まれていた年代は、製品や窯の特

徴から１５９０～１６１０年代頃と考えられます。ほぼ４００年

前、波佐見窯業は下稗木場窯跡の陶器生産で幕を開け

たのでした。一つの小さな窯でスタートした波佐見焼

ですが、その後、国内外のやきものの歴史に巨大な足

跡を残すことになります。

（註１）佐賀県北波多村所在の岸岳古窯跡群と考えられている。

１６００年前後～１６１０年代

波佐見窯業のはじまり 肥前地区最古の陶器窯→佐賀県北波多村 岸嶽古窯跡群

陶器生産 肥前地区で作られた陶器→「唐津」

第２章 波佐見焼の歴史

下稗木場窯跡出土品
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２ 磁器の誕生

ポ イ ン ト

４

５ ６

ぶんろく けいちょう えき

豊臣秀吉による朝鮮出兵、文禄・慶長の役（１５９２～１５９８）
り ちょう

の後、参加した九州各地の大名達は多くの朝鮮李朝の陶工を

日本へ連れ帰りました。その陶工達によって、様々な新しい

窯業技術が肥前へもたらされます。中でも磁器生産の技術は、

肥前窯業界を大きく進展させることになりました。以前まで

輸入にたよる他なかった磁器は、李朝陶工の力添えによって、

初めて国内で、肥前で、生産できるようになったのです。

当時、波佐見の地は大村氏が領有していましたが、領主で
おおむらよしあき

ある大村喜前公も、多くの李朝陶工を連れ帰りました。その
り ゆうけい

一人である李祐慶によって、慶長４年（１５９９）に築かれたと
むら

言い伝えられている窯が、波佐見にはあります。それが、村
ぎ はた の はらかまあと

木地区に所在する畑ノ原窯跡です。

畑ノ原窯跡は、昭和５６年（１９８１）に発掘調査が行われ、窯

の部屋数約２４室、全長約５５．４�を測り、当時としては巨大な
規模を持つ窯であったことが判明しています。出土した製品

みぞふちざら わず

は、陶器（溝縁皿）を主体とするものの、僅かですが磁器も

含まれ、陶器と磁器と同時に焼成していたことがわかりました。畑ノ原窯跡は、波佐見における磁器の誕生、

さらには、国内磁器生産開始期の様相を知る上で、非常に重要な窯であると言えます。

畑ノ原窯跡出土品の様々な特徴から、李朝の陶工が深く係わっていたことは推測されますが、「李祐慶」

という名前の人物が実在したかどうかはわかっていません。また、操業年代は、これまでの多くの研究成果

に基づくと、１６１０～１６３０年代頃と考えられ、言い伝えどおり、慶長４年（１５９９）に開窯を求めることは難し

くなってきました。
ふるさら や かまあと やま に た かまあと

しかし、畑ノ原窯跡は、そのすぐ側にある古皿屋窯跡・山似田窯跡と同じく、波佐見の地で最初に磁器焼

成に成功した窯であることは間違いありません。波佐見では、以降、磁器生産を押し進めていきますが、そ

の礎を築いたという点で、最も記念すべき窯と言えるでしょう。

１６１０年代～１６３０年代

磁器生産の開始 国内では有田とほぼ同時期に磁器生産に成功 肥前地区の磁器→「伊万里」

陶器・磁器生産 朝鮮李朝陶工の関与（波佐見：李祐慶、有田：李三平）

畑ノ原窯跡窯体
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３ 青磁の時代

ポ イ ン ト

９

７

８ １０

１１

寛永１４年（１６３７）、佐賀藩の有田・伊万里で

は、藩による窯場統合によって、陶器生産を主

体とした窯が廃止され、以降は磁器の生産が主

流となります。大村藩の所領であった波佐見も

ほぼ同様の動きをみせ、１６３０年代頃には本格的

な磁器生産を開始します。
そめつけ

１６３０～１６５０年代、有田の窯では、染付を多く
いろ え

生産し、また、色絵も焼き始めていますが、波
せい じ

佐見の場合、青磁を中心に生産しました。
みつのまた

当年代を代表する窯として、三股地区に所
みつのまたふるかまあと みつのまたせい じ

在する２基の窯、三股 古窯跡（註１）、三股 青磁
かまあと

窯跡があげられます。三股地区は、磁器の原料である陶石を豊富に埋蔵している地区で、畑ノ原窯跡などの

陶工達が磁器の本格的な生産を始める為に、この地へ移動したと考えられています。磁器を作るためには、

やはり、その原料が近くにあった方が便利でしょう。
うわぐすり

平成９年（１９９７）、三股青磁窯跡の発掘調査が行われ、大量の青磁が出土しています。青磁の釉薬は、水

色に近い透き通った色合いを基調とし、器の表面に、草花の模様を流れるように彫り出したものが多く見ら
ぼ たん ばいじゅ は

れます。また、牡丹や梅樹の形を貼り付けたシックな製品も作られていました。技術的に、肥前でトップレ
し が けんひこ ね

ベルの青磁であったことは間違いありません。また、この窯で生産されたと考えられる青磁は、滋賀県彦根
じょうか ろ う や しきあと とうきょう と しおどめ い せきたつ の はんわきさか け や しきあと にいがたけんたか だ じょうあと みや ぎ けんせんだいじょうあと

城 家老屋敷跡（註２）、東京都汐留遺跡龍野藩脇坂家屋敷跡（註３）、新潟県高田城跡（註４）、宮城県仙台城跡（註５）など、

主に富裕な人々の住居跡から出土しており、当時、かなりの高級品であったと思われます。

磁器生産が始まりたかだか２０数年の後、今から約３５０年も昔に、波佐見では非常に優れた青磁を生産して

いたのでした。

（註１）平成５年（１９９３）調査。
（註２）『国内出土の肥前陶磁』佐賀県立九州陶磁文化館 １９８４
（註３）『汐留遺跡�』東京都埋蔵文化財センター １９９７
（註４）註２に同じ
（註５）金森安孝「仙台城本丸の発掘調査」『考古学ジャーナル』４４２ １９９９

１６３０年代～１６５０年代

磁器生産の本格化・専業化 陶石が採れる山中に陶工が移動し窯を開く

青磁生産 多様な技術（彫り・貼り付け等）を駆使した優れた青磁

第２章 波佐見焼の歴史

青磁貼花梅樹文天目台



やきものプロ養成講座

6

長崎�
出島�

琉球�
アモイ�

台南�マカオ�

マニラ�ホイアン�

ハノイ�

アユタヤ�

スール�

マルク�

インドネシア�
ジャカルタ�

バンテン�

マラッカ�

パッターニ�

長崎�
出島�

琉球�
アモイ�

台南�マカオ�

マニラ�ホイアン�

ハノイ�

アユタヤ�

スール�

マルク�

インドネシア�
ジャカルタ�

バンテン�

マラッカ�

パッターニ�

波佐見村�

大村�

出島�

時津�

大
村
湾

大
村
湾�

三
越
浦

三
越
浦�

波佐見村�

陸路�

海路�

大村�

出島�

インドネシアへ�

時津�

大
村
湾�

三
越
浦�

大
村
藩

大
村
藩�

大
村
藩�

４ 海外輸出の時代

ポ イ ン ト １３１２

１４

雲龍見込み荒磯文

１７世紀の中頃、中国では明朝から清朝へと政権が交代しますが、清朝の支配に反対する人々が各地で内乱

を起こします。その結果、多くの窯が壊され、また、他国との貿易を禁止してしまい（註１）、やきものの輸出

は完全に途絶えてしまいました。それまで、中国のやきものを世界中に運んでいたオランダ東インド会社な

どの貿易商人達は、その代わりに、力をつけつつあった肥前のやきものに目をつけます。このようにして、

肥前のやきものの海外輸出が始まりました。１７世紀後半代の肥前窯業界は、輸出品の増大によって、これま

でにない活気をみせることになります。
かんぶん

波佐見でも、海外からの注文が殺到し生産が追いつかなくなったのでしょう、寛文年間（１６６１～１６７３）を
なが お さら

中心に、次々と新たな窯が開かれていきます。また、寛文６年（１６６６）、大村藩は三股（現永尾地区）に皿
やまやくしょ

山役所を設け、やきもの生産の直接的な管理を行うようになります。

波佐見で焼かれた海外輸出品には、青磁の大皿と染付の大碗・鉢があります。青磁大皿は、主に、永尾地
こ ば やまかまあと

区の木場山窯跡（註２）で生産されていました。口径が３０�以上ある大きな皿であり、内側には草花などの模様
うんりゅうあらいそもん

が華麗に彫り出されています。また、代表的な染付には、雲竜荒磯文大碗・鉢があります。器の外側に雲

と竜、内側には荒磯文と呼ばれる模様を描いたもので、肥前一帯で盛んに作られていました。これらの製品

は、長崎出島を通じ、インドネシアなど、主に東南アジア諸国へ大量に運ばれて行ったと考えられていま

す。（註３）

波佐見焼が荒波を越えて海外へ運ばれていた時代、海外輸出時代は、１７世紀中頃から末頃まで、約４０年間

続きます。この時代、輸出景気の追い風にのり、大村藩の支援を受けることによって、波佐見は磁器の大生

産地へと発展を遂げました。
（註１）海禁令：１６５６年
（註２）平成２年（１９９０）調査
（註３）トルコのトプカプ宮殿所蔵品に木場山窯跡と思われる青磁が見つかっている。大橋康二「トルコで発見した肥前の

青磁」『目の眼』２５９ 里文出版 １９９８

１６５０年代～１６８０年代

海外輸出品の生産 中国陶磁の代替品、

１６６０～７０年代→産業基盤の完成

染付鉢・青磁大皿生産 主に東南アジア諸国向け製品

出島から東南アジアへのルート 波佐見から出島までのルート

（中国船貿易地：大橋康二・坂井隆『アジアの海と伊万里』新人物往来社 １９９４より）
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５ 「くらわんか」の時代

１７世紀の末頃に中国の内乱がおさまると、中国のやきものは再び世界中へ輸出されることになります。（註１）

質・量ともに肥前のやきものを上回る中国のやきものは、海外の市場を急速に奪い返していきました。その
あ こ うろう し

結果、肥前窯業界は、輸出品から国内向けのやきもの生産へと方向転換していきます。それは、赤穂浪士の
げんろく

討ち入りがあった元禄年間（１６８８～１７０３）のことです。波佐見の窯も海外輸出品の生産をやめ、国内向けの

磁器、とくに安い日用食器を生産するようになりました。

ところで、表題にある「くらわんか」とはいったい何なのでしょうか。この言葉の由来や波佐見焼との関

連をみていきましょう。
よどがわ さんじゅっこくぶね

江戸時代、大坂・京都間の重要な交通手段として、淀川を行き来する三十石船が利用されていました。
もち

この船に小舟で近づき、「あん餅くらわんか、酒くらわんか」とかけ声をかけながら、酒や食い物を器に盛っ

て売る商いが繁盛していました。小舟はそのかけ声から「くらわんか舟」、使われた器は「くらわんか茶碗」

と呼ばれ、この器は、食べ飲みした後、淀川へポイと投げ捨てられていたそうです。（註２）その後、いつの頃

にか、江戸時代の使い捨てされるぐらいの安い日用食器を総称して、「くらわんか手」と呼ぶようになった

と言われています。

元禄の頃から幕末まで、波佐見では安い日用食器「くらわんか手」を大量に生産し続けました。後述する

窯の数や大きさから考えれば、その生産量は全国一であったと考えられます。当時の波佐見は、まさに「く

らわんか」の時代であったのです。
なか お なか お うわのぼりかまあと

平成３年（１９９１）に中尾地区の中尾上登窯跡の発掘調査が行われましたが、窯の部屋数３３室程、全長１６０
てんぽう

�に及ぶ、世界最大規模の登窯であったことが判明しました。この部屋数は、天保年間（１８３０～１８４３）頃に
ごうそん き

まとめられた『郷村記』（註３）の数値とほぼ一致をみています。

『郷村記』によれば、天保年間頃、波佐見では全長１００�を越える巨大登窯が８基存在し、全体で年間４８，４４６
俵のやきものを生産していたことがわかります。１俵当たり何個のやきものが積められていたかは定かでは

ありませんが、膨大な量であったことは間違いありません。

「くらわんか」の時代、波佐見では、碗・皿をはじめ、様々な種類の磁器が生産されていました。量産品
ていねい

のため丁寧なつくりではありませんが、素早い筆使いによって生き生きとした模様が描かれ、やや灰色がかっ
そ ぼく みつごえうら かわたな

た釉色やぼってりとした量感に素朴な温かみが感じとれます。これらのやきものは、三越浦（長崎県川棚町）

や伊万里津（佐賀県伊万里市）（註４）から船で全国中へ運ばれ、当時の多くの人々に愛用されていました。全
にょじつ

国の江戸時代の遺跡からほぼ確実に波佐見焼が出土することは、そのことを如実に示しています。波佐見焼

は、江戸時代のベストセラー商品だったのです。
しょう ゆ びん

江戸時代の終わりから明治、大正時代にかけて、波佐見では海外輸出用の酒や醤油をいれる瓶が量産さ

れていました。コンプラ瓶です。

第２章 波佐見焼の歴史

くらわんか茶碗
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コンニャク
印判 筒形碗 広東碗１５

２０１８
１６

２３２２
１７ ２１端反碗１９

なかがい

仲買を意味する「コンプラドール（Comprador）と

いうポルトガル語に由来する長崎出島の商人―コンプ

ラ仲間―が取り扱っていたことから、そう呼ばれるよ
ヤ パ ン セ

うになりました。コンプラ瓶には、「JAPANSCH
サ キ ヤ パ ン セ ソ ヤ

ZAKY」もしくは「JAPANSCH ZOYA」というオラ

ンダ語が書かれています。意味は、前者が「日本の酒」、

後者が「日本の醤油」であり、出島からヨーロッパや

東南アジア諸国へ向けて大量に積み出されていきまし
ぶんごう いちりん ざ

た。ロシアの文豪トルストイも一輪挿しとして愛用し

ていたと伝えられています。（註５）

「くらわんか」の時代の波佐見は、世界に類を見な

い巨大な登窯を築き上げ、膨大な量の磁器を産み出し

ていました。この大量生産によって、やきもの１個当たりの値段を下げ、それまで高価であった磁器を庶民

が購入できる安い品物へと変えていったのです。磁器を庶民に広く普及させるのに大きな功績を残し、また、

日本のやきもの文化へ多大な影響を与えたと言えるでしょう。現在、私たちは普段なにげなく磁器の器を使っ

ていますが、その礎を築いたのは、実は波佐見なのです。
（註１）展海令：１６８４年
（註２）この点の真偽は定かではないが、２０年ほど前までは、淀川の川べりから輝いたくらわんか茶碗や皿が、たくさん採

集されていた。
（註３）藤野保編『大村郷村記』第三巻 国書刊行会 １９８２
（註４）天保６年（１８３５）、伊万里から積み出された波佐見焼は、３万７百俵。『伊万里歳時記』
（註５）井伏鱒二氏の「長崎の醤油瓶」（昭和２７年）という随筆に書かれている。

１６８０年代～１８６０年代

巨大窯による大量生産体制 全国中の一般庶民へ供給 江戸期のベストセラー商品

くらわんか茶碗・コンプラ瓶生産 くらわんか茶碗→磁器を庶民層へ広めるのに貢献

『郷村記』における波佐見皿山の状況 天保年間（１８３０～１８４３）頃

地区
古文書での名称 現在の窯跡名 窯室数 窯 全 長 戸 数 窯焼数 年間やきもの

生 産 量
年 間 薪
使 用 本 数 唐臼数

三股地区 計６８室 １０８軒 ２６人 １３，２３０俵 １，３７８，０００本 １１０丁
上登釜 三股上登窯跡 ２３室 １１５�
下登釜 三股本登窯跡 ２４室 １２０�
新登釜 三股新登窯跡 ２１室 １０５�

永尾地区 計２９室 ４４軒 １０人 ６，６２０俵 ６２７，０００本 ４０丁
永尾皿山 永尾本登窯跡 ２９室 １５５�

中尾地区 計９８室 １５０軒 ２６人 ２１，９６６俵 ２，０５６，０００本 １５０丁
上登釜 中尾上登窯跡 ３３室 １６０�
下登釜 中尾下登窯跡 ２６室 １２０�
大新登釜 大新窯跡 ３９室 １６０�以上

皿山地区 計２０室 ６６軒 １２人 ６，６３０俵 ８４０，０００本 ２７丁
稗木場皿山 皿山本登窯跡 ２０室 １００�

＊「現在の窯跡名」と「窯全長」は、筆者の推定。

コンプラ瓶 （江戸期） （明治期）
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明治３年（１８７０）、寛文６年（１６６６）から続いてき

た皿山役所が閉鎖され、大村藩の支援がなくなると、

巨大な登窯は生産を停止するか、または、分割され個

人所有の小規模な窯へと転じました。

明治時代の幕開けとともに、資本を失った波佐見窯
そんぼう

業は存亡の危機を迎えます。しかし、陶工達は新たな

技術の開発・導入を積極的に行い、窯の火を絶やさぬ
とう じ き い

よう努めました。また、明治３５年（１９０２）、陶磁器意
しょうでんしゅうしょ

匠 伝習所を設立して優れた職人の育成を行い、明治
かみ は さ み むらとう じ き しんようくみあい

３８年（１９０５）には、上波佐見村陶磁器信用組合を結成

し、業界の振興を図ります。波佐見窯業は自活の道を

歩みだし、再び、江戸時代の活気を取り戻していきま

す。

明治時代の波佐見では、江戸時代に引き続き、日用食器を中心に
かたがみ す

生産していきます。明治８年（１８７５）頃に「型紙刷り」（註１）（カッ
どうばんてんしゃ

パ刷り）、明治２４年（１８９１）頃には「銅版転写」（註２）が採り入れられ、
ち みつ

湯呑みや碗に緻密な模様が刷られるようになります。この時代、最

も盛んに生産されていたものは、徳利です。明治１７年（１８８４）の記

録によれば、波佐見全体で年間１０万１３７６本の徳利が生産されていた

ことがわかります。（註３）また、明治中頃の最盛期には年間３５万本も

作られ、全国中へ運ばれていました。その他に、明治２０年（１８８７）

頃から、朝鮮半島への輸出用壺が作られ始めたと言われています。
ながさきけんひがしそ の ぎぐんとう じ き かぶしきかいしゃ

大正７年（１９１８）、長崎県東彼杵郡陶磁器株式会社の設立によっ
い

て、窯業界の土台は安定したものとなり、大正時代の末期には、「鋳
せっこうがた き かい

こみ」や「石膏型」、「機械ロクロ」の導入によって、多彩な製品が

量産されるようになりました。また、大正１４年（１９２５）に、石炭窯

が波佐見で初めて中尾地区に築かれ（註４）、以降、それまでの登窯に

かわり、生産の主役となっていきます。

明治から大正時代の波佐見窯業は、職人、企業人をはじめ、多く

の人々の努力によって好不況の波をのりこえ、近代的な産業へとた

くましく成長していったのです。

（註１）模様を切り抜いた紙型を器にあて、その上から絵の具をすり、模様を
表す手法

（註２）銅板に模様を彫り、それに薄紙に印刷し、その薄紙を器に付着させる手法
（註３）『東彼杵郡村誌』
（註４）「山慶」

１８６０年代～１９２０年代

新たな技術の導入 コバルト・天草陶石の導入等 近代産業への転換

徳利生産 最盛期年間１０万本以上生産 「通い徳利」「貧乏徳利」

第２章 波佐見焼の歴史

智惠治窯跡

徳 利

燗徳利
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７ 昭 和 時 代

昭和初頭の大不況をのりきった波佐見窯業は、その

後ただちに活発な動きを見せます。石炭窯が次々と築

かれ、窯元は山間部から平野部へ進出していきます。
ながさきけんようぎょう し どうしょ

また、昭和５年（１９３０）には、長崎県窯業指導所が

開設され、新しい窯業技術の研究や指導が行われるよ
は さ み

うになりました。窯業界も昭和９年（１９３４）、波佐見
とう じ き こうぎょうくみあい

陶磁器工業組合を設立し、その拠点を作り上げます。

昭和のはじめ頃、波佐見では洋食器や酒樽などが盛ん

に作られていました。

昭和１２年（１９３７）、日本は日中戦争を引き起こしま

す。かつて、肥前へ様々なやきもの技術を発信した朝

鮮半島や中国大陸は、日本軍の侵略によって戦場とな

り、多くの悲劇が産み出されることになります。

国内も次第に戦時体制に組み込まれ、窯業界は様々

な統制を受けます。昭和１５年（１９４０）には、やきもの

価格の制限、またやきものに記されていた窯元の名前

は消され、番号化されてしまいました。（註１）
ぼっぱつ

昭和１６年（１９４１）、太平洋戦争が勃発し、日本はさ

らなる泥沼へ進んでいきます。多くの職人は戦場へと

られ、また、燃料の制約や減産令によって、波佐見窯

業の苦難の時代は続きます。そして、戦局が悪化し、
しゅりゅうだん

物資が乏しくなると、水筒や手榴弾までもやきもの

で作られます。

昭和２０年８月１５日、日本は戦争に敗れ、再び平和な

時代が訪れます。戦争で失った時間を取り戻すように、

波佐見窯業はいち早く再建にのりだしました。そして、
じん む

昭和３０年代の神武景気を足がかりとし、以降、日本経

済の急速な成長による購買力の高まりに支えられ、さ

らに、道路整備による流通網の発達、窯業技術の進歩・

近代化が要因となって、波佐見窯業はこれまでにない

飛躍的な発展をとげていきます。

戦後の波佐見は、国民の多様なニーズに応えるよう

に、様々な日用食器を生産します。

先へ先へと進む波佐見焼でしたが、同時に、歴史や

伝統をふりかえる気運も高まりをみせます。昭和４３年

（１９６８）には、波佐見焼創業３７０年祭が行われますが、
り ゆうけい けんしょう ひ こんりゅう

その際に、陶祖李祐慶の顕彰碑が建立され、波佐見
まつ

の地に窯業を伝えた大恩人として奉られることになり

ました。また、昭和５４年（１９７９）、波佐見町内古窯跡
なか お しものぼりかまあと

群の分布調査、中尾下登窯跡の発掘調査、そして、

昭和５６年（１９８１）には畑ノ原窯跡の発掘調査が行われ、

染付刷毛目文急須・湯呑み

戦時中の磁器 海軍食器 白磁手榴弾

化粧掛け水玉文急須

吹きかけ格子文湯のみ 吹きかけピカソ・マチス文蒸茶碗
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考古学による窯業史の解明もスタートしました。
でん

昭和５３年（１９７８）、波佐見焼は、通産省によって「伝
とうてきこうげいひん

統的工芸品」に指定されます。この指定によって、江

戸時代以来の伝統が保護されるとともに、「波佐見焼」

の名前も、その知名度を上げていくことになります。

（註１）「波○○」例えば、「幸山」は「波１１」となった。

１９２０年代～１９８０年代

戦争による荒廃と戦後の復興 「統制陶器」 陶製手榴弾生産 高度経済成長

多彩な製品の大量生産 窯業技術の進展 流通網の発達

第２章 波佐見焼の歴史

「芽ばえ」湯呑・茶碗 「若竹」茶碗

グッド・デザイン賞受賞品 Ｇ型醤油差し ブルーライン灰皿

蛍手皿
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８ 現 代
ながさきけんようぎょう し けんじょう ながさきけんようぎょう ぎ じゅつ

平成４年（１９９２）、「長崎県窯業試験場」は新設移転し、「長崎県窯業技術センター」として生まれ変わ

りました。新たな設備によって、窯業技術の研究・指導はさらに充実したものとなっています。また、同年、
とうしんかん

地元の波佐見高校に、やきものを通した教育、後継者育成の場である「陶心館」が完成しています。
しゅんこう

平成５年（１９９３）には、畑ノ原窯跡の復元・保存工事が竣工します。復元登窯に火が入れられ、約４００年

の時を越えた陶工達の交流が行われました。

波佐見町施行４０周年を迎えた平成８年（１９９６）、中尾地区が「陶芸の里」として整備され、江戸時代から
ほのお

続く窯場に一層の魅力が加わります。そして、この年、「やきもの」をテーマとした世界・�の博覧会が、
佐賀・長崎・福岡の三県で開催されます。長崎県会場の一つであった波佐見町には２０万人もの来場者が訪れ

ました。開催中、波佐見高校の野球部が甲子園に初出場したこともあり（註１）、大変な盛り上がりを見せます。

また、開催にあわせて、宿泊施設・体験工房を持つ「中尾山交流館・伝習館」、世界１２基の窯を復元・屋外

展示した「世界の窯広場」など、やきもの作りの楽しさや奥の深さを学べる施設がオープンしています。

第１章で述べたように、波佐見焼の国内シェアは１３％を占めており、茶碗、湯呑みなどの日用食器をはじ

め、「ニュー・セラミックス（註２）」、「給食用食器」など、様々なやきものが生み出されています。近年の「平

成不況」により、やきものの生産高、販売額はともに落ち込みを見せていますが、波佐見窯業は、その潜在

的に高い生産力、技術力を保ちながら、今後のさらなる発展へ向け日々努めているのです。

波佐見焼の４００年に及ぶ長い歴史は、職人達の卓越した技術によって支えられてきました。その技術を今

に受け継ぐ「伝統工芸士」、「技能士」は、現在、波佐見町に５８人を数えます。また、「現代の名工」は４人、

そして、平成９年（１９９７）には、田澤大助氏が、波佐見で初めて「長崎県無形文化財」の指定を受けていま

す。今後も、一人でも多くの「職人」が世に出て、波佐見焼の伝統を後世に伝えていってほしいと願います。

（註１）ベスト８と大活躍
（註２）精選された原料を高度な技術で合成した新しい「やきもの」。ＩＣ基板、ナイフ、エンジンなどがある
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第３ 章
佐世保市と三川内焼

１ 佐世保市の位置と概要

２ 三川内焼について

佐世保市は、長崎県北部に位置し、県庁所在地の長崎市からは車で約１時間半の場所にあり、市の東部は

佐賀県に接しています。周囲は国見山、烏帽子岳、弓張岳など２００～７００メートル級の山々に囲まれ、平坦部

は少なく、西部から南部の海岸線は、複雑なリアス式海岸を形成しています。この地形を生かし、良好な港

として「佐世保港」が形成されました。また、西側の沿海には、多くの島々からなる「九十九島」がありま

す。このように、海と山の変化に富む自然景観のあるまちです。

市の産業構造としては、かつては、造船業を中心とする第２次産業が市の基幹産業として盛んでしたが、

折からのオイルショックや造船不況のあおりを受け、往時の勢いは薄れつつあります。現在では小売・サー

ビス業を中心とする第３次産業が中心で商業都市的な色彩の濃いものとなっています。

観光施設としては、滞在型リゾート施設である「ハウステンボス」や西海国立公園「九十九島」などが有

名です。最近の新たな観光スポットとしては、ハンバーガーの日本発祥の地として「佐世保バーガー」のお

店が人気を博しています。

三川内の窯業は、今から約４００年前に平戸藩の御用窯として成立しました。そこでは、主に天皇家や将軍

家、大名家といった権力者への献上品の製造が主な仕事とされていました。そのため、有田焼や波佐見焼の

ように産業としての色彩は薄く、繊細優美な絵付けや、精巧緻密な細工物に代表されるように技術の洗練化

が使命となっていました。明治時代になってからは、そうした素晴らしい製品がヨーロッパに向けて数多く

輸出され、世界各地の美術館において「古平戸」と称して所蔵されているそうです。現在にあっても、そう

した技術を受け継ぐ窯元達の製品は目を見張るものが多く、たくさんの愛好家に利用されています。

三川内焼は、肥前地区の焼き物産地の中でもとりわけ小さな

産地です。そのため認知度も高くはなく、どうしても肥前地区

の焼き物の総称としても利用されることもある有田焼の名称を

使って市場に出回ることが多かったようです。また、有田焼、

波佐見焼、三川内焼と陶磁器産地が隣り合わせになっていると

いう地理的な特性もあり、なかなかその区分は難しいものがあ

ります。「唐子絵」に代表される呉須による絵付けや「透かし

彫り」に代表される細工物、そして「卵殻手」とも言われる薄

作りという他産地では決して真似ができない三川内焼の素晴ら

しさに触れていただき、４００年もの間受け継がれてきた「世界

にも通用する技術」を持ち合わせている産地として認知してい

ただきたいと思います。

第３章 佐世保市と三川内焼
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第４ 章
三川内焼の歴史

１ 三川内焼は陶器に始まる

戦国末期の天正１８年（１５９０）に豊臣秀吉

は九州に次いで東北を平定し、天下を統一

しました。諸大名を指揮下に治めることに

成功した秀吉は、さらに文禄元年（１５９２）

には唐入りと称して大陸へ侵攻します。朝

鮮の役です。この秀吉の天下統一から朝鮮

出兵という武家社会の再編成の時期は、ま

た焼き物の画期でもありました。

文禄２年、朝鮮に在陣していた唐津岸岳

城主の波多三河守は秀吉の勘気を受けて改

易、転封されてしまいます。このとき、波

多氏の保護にあって朝鮮系陶器を焼いてい

た岸岳諸窯の陶工も離散する事件となりま

した。世に言う「岸岳崩れ」です。

離散した陶工は肥前各地で窯を開き、陶器を焼き始めます。これらの窯は伊万里椎の峰、西有田、有田、

波佐見でほぼ一斉に始まり、佐世保地方でも三川内の木原葭の本窯や柳の本窯、新行江の牛石窯が開かれま

した。佐世保地方で初めての窯業が起こったのであり、それは陶器として始まりました。

従って、これらの窯では唐津系陶器が焼かれました。葭の本窯でも、木灰を釉薬とした陶器の皿、茶碗、

鉢、そして片口やすり鉢などの雑器を主体としながら、わずかに茶器も造っています。

慶長３年（１５９８）に秀吉は死去、それを契機に諸大名は朝鮮から撤退します。その際、多くの朝鮮の技術

者を連れ帰りました。自国の殖産興業のためです。

朝鮮は高麗時代より焼き物の先進地であり、日本国内で白い磁器はまだ焼く技術がなく、もっぱら輸入に

たよっていた時期でありましたので、西国の諸大名は新しい時代の焼き物の到来を見越して、陶工も加えた

のです。
こもかい こ せき

平戸の松浦鎮信が連れ帰ったのは、釜山に近い熊川の巨関や高麗媼です。平戸に来た朝鮮陶工は平戸島の

中野に窯を開きました。

中野窯は陶器ではなく磁器を焼いていますが、１６３０年頃まで三川内では依然として陶器が焼かれていまし

た。

朝鮮の役は膨大な人命と財産を消耗しましたが、一

方では新しい焼き物文化を定着させることにもなりま

した。まさに、秀吉の天下統一から朝鮮の役は三川内

を含む肥前さらには日本の焼き物の画期を演出しまし

た。

葭の本窯灰釉陶器

葭の本窯跡
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２ 陶器から磁器への転換

肥前磁器の発祥地は有田です。朝鮮陶工の李三平に

より、１６１０年頃には有田天狗谷で磁器の生産が始まっ

ていました。一方の三川内では依然として陶器が焼か

れていましたが、時代の流れは磁器に有利でした。そ

れは、食器として土物の陶器は、清潔感あふれる白い

磁器とは勝負にならなかったのです。

１６３０年頃に始まる窯のなかで、最初は陶器を焼き、

後半になって磁器に転換する窯があります。木原地蔵

平窯と三川内長葉山窯です。これらの窯では、有田が

磁器で隆盛を迎えるなかで、技術革新を求め、１６４０年

頃にようやく磁器に転換できました。

有田より３０年近く遅れるのは、技術の秘匿により有田から情報が出なかったこと、さらに自前で原料とな

る白磁鉱を確保できなかったことにあります。
さん の じょう

巨関の子の今村三之丞が、寛永１０年（１６３３）に針尾三ツ岳で網代石と称する白磁鉱を発見し、さらに寛永

１４年（１６３７）に佐賀藩が朝鮮陶工保護のため、有田の日本人陶工を追放する事件が起こります。結果として、

その技術が三川内に入り、原料も確保できていたことから、１６４０年前後に三川内では磁器に転換できました。

第４章 三川内焼の歴史

長葉山窯跡

長
葉
山
窯
跡

藁
灰
釉
陶
器

茶
碗

長
葉
山
窯
跡

磁
器
に
転
換
直
後
の
磁
器

日
宇
鳳
凰
文
皿
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３ 民窯と藩（官）窯

松浦鎮信は朝鮮陶工に磁器を焼かせるため、最初は平戸島

中野に窯を開かせ、三川内で陶器から磁器に転換する時期に
さん の じょう

合わせ、今村三之丞を平戸藩御用窯棟梁に任じ、長葉山窯に

最初の藩窯を置きました。そして御用窯が軌道に乗り出す慶

安３年（１６５０）には中野の陶工の三川内移転はほぼ終了する

ことになります。
こ せき

最初の御用窯となった長葉山窯は、巨関と一緒に来日した
こうらい ば

高麗媼（日本名 中里エイ）が元和８年（１６２２）が開いた窯

です。つまり、三之丞は同じ朝鮮陶工というよしみを通じて

長葉山に藩窯を置いたのです。また、陶器から磁器に転換が

終わり、御用窯として十分に機能できる技術や環境が整備さ

れていたことも大きいことです。

最初の御用窯は民窯と同居する形となりましたが、寛文７

年（１６７７）に三之丞の子、つまり第２代の棟梁となる弥治兵

衛は三川内皿山に新たに細工所を新築して移転します。

新たに御用窯となったのは、三川内東窯です。この窯も、

民窯の寄り合い（共同窯）であり、その一部分を藩窯とした

のです。三川内では、伝統的に民窯を間借りする形となりま

したが、実は窯の運営は藩が行い、民窯の各窯元は藩窯を使

わせてもらっていたのが真相のようです。

御用窯の藩窯は１７世紀後半は三川内東窯、１８世紀になると

三川内西窯に固定され、明治を迎えるまで三川内から移転す

ることはありませんでした。

藩は三川内地区の三川内、江永、木原を三皿山に定め、江

永、木原に番所を配置し、三川内には代官所を置いて窯業全

体の管理を行っています。民窯では専ら日用雑器が焼かれ、

主に関西方面へ供給されています。

御用窯では、藩直営ということもあり、採算を

度外視して高級品が焼かれました。藩が使用する

食器や調度品、家臣への下賜品、他藩への贈答、

そして朝廷や幕府への献上品へとランクごとに、

さらに精巧さは上がっています。

有田では、民窯でも赤絵に代表される柿右衛門

のように高級品が造られましたが、三川内の民窯

では日用雑器の生産に終始しました。藩窯の超高

級品と民窯の低価な雑器生産という、２極構造は

根本的に有田とは異なっています。

代官所跡出土 磁器 トクサ文皿

代官所跡出土 磁器 菊花文皿

代官所跡出土 磁器 三葉葵文大皿片
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４ 輸出と大量生産の時代

１７世紀後半の民窯では、一時期海外への輸出品製造で沸きました。この時期は、中国が明から清へ政権が

移る混乱期にあたり、海外への陶磁器の輸出が止まってしまいます。

そこで、東南アジアやヨーロッパ向けの陶磁器貿易品を扱っていた中国商人やオランダ東インド会社は、

日本にそれらの製造を求めてきました。その窓口は有田

であり、積み出した港から伊万里と呼ばれる所以となり

ました。また、それらが製造された時期から初期伊万里、

古伊万里、伊万里と区分されますが、輸出の盛期は１７世

紀後半から１８世紀中頃の古伊万里の時代です。

輸出品のなかで、特に低廉な焼き物として大ぶりな「雲

龍文碗」があります。これは主に東南アジア向けの一般

庶民が使う普及品ですが、有田では製造が追いつかず周

辺の三川内、波佐見、嬉野そして遠く天草でも一斉に生

産が始まります。

三川内では、木原山の地蔵平窯、江永山では江永古窯、

そして三川内皿山では長葉山窯、三川内東窯で焼かれま

す。この東南アジア向け輸出品は、有田主導において周

辺諸窯が下請けとなった様相があります。有田でも造ら

れていますが、ヨーロッパ向け輸出品や国内向け高級品

は有田の独占品でありました。つまり利幅の大きい製品

は有田で造り、利幅が小さい物は周辺へ下請けに出され

たのです。

この有田主導の焼き物の流れは、やはり李三平などの

朝鮮陶工により、肥前でいち早く磁器の生産に入ったこ

とによる技術の熟度と、その販路開拓は他地域より先行

し、窯業全体の成熟度は周辺窯業地域と比較すると格段に先進地で

あったことにあります。

その輸出景気も中国の政権が安定する元禄期（１６９０年前後）には、

中国からの輸出が再開されたことから、生産は頭打ちになります。

つまり有田からの斡旋による注文がなくなったのです。

そこで、三川内の諸窯では国内向けへの磁器の生産に転換せざる

を得なくなります。１７世紀の末から１８世紀の初めに、先の「雲龍文

碗」を焼いていた窯は、代わって「刷毛目」の碗と皿を焼き、その

後はさらに低廉な粗磁の生産に入ります。これは波佐見で「くらわ

んか茶碗」と呼ばれる磁器の一種で、陶器の生地に白土で化粧をし

て見かけは白磁とした低コスト品で陶胎染付けと呼ばれます。さら

には、コンニャク印判で模様を付けた「くらわんか茶碗」も造られ

るようになります。

１８世紀の三川内焼は、今度は波佐見の生産圏に取り込まれてしま

うのです。御用窯では、精緻で独特な焼き物を造り、他の追従を許

さない程の技術をもちながら、民窯においては有田や波佐見の周辺

諸窯に甘んじたのです。

第４章 三川内焼の歴史

雲龍文碗

刷毛目茶碗

コンニャク印判碗

菊
花
文
花
瓶
（
御
用
窯
）
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５ 長崎と三川内

１９世紀になり、幕末期の三川内焼は、民窯において

は関西向けの酒器が造られるようになります。これは、

それまでの厚手のものとは異なり、薄手で生地も精選

され、染付けも精巧となります。幕末期の京大阪は政

局の中心地でもあったことに関係するのでしょうか。

絵のなかには黒船が描かれたものもあって時代相を表

しています。

御用窯の代表作品でもある唐子絵の碗や皿は、藩窯

の後期に製造が始まりますが、民窯においても酒器な

どの高級品が造られるようになるなど、官と民の技術の差がなくなり、また藩窯の独占品であるべき唐子絵

も民窯で焼かれるようになります。

また、「紅皿」も大量に造られました。これは、杯状の形状をなし、外周に「大坂新町お笹紅」のロゴが

入っています。一種の商品名であり、大阪で最も繁栄した新町という遊郭街に店を構えていた「お笹紅」の

商鋪が紅の容器として注文したものです。

１８０４年（文化元年）に平戸藩は長崎に平戸焼物産会所を設置して輸出品の生産にも入ります。代々御用窯

の棟梁を務めた今村家屋敷跡（伝代官所跡）の発掘では、幕末期の地層から上絵付けの前の白磁生地のコー

ヒー碗と皿が出土しました。上絵付けする直前の焼きで火割れとゆがみが生じたために廃棄されたものです

が、御用窯では、この頃では海外向け輸出赤絵のコーヒー碗皿を造っていたことになります。大英博物館の

コレクションにも同一品があります。

恐らく、この時期は藩財政の逼迫もあり、利益が見込める輸出品の生産に御用窯は転換していた可能性が

高いと思われます。

松浦家は、１８７１年（明治４年）に平戸焼物産会所の一切の業務を、古川運吉に譲り、官営から民営となり

商鋪名を満宝山枝栄となります。御用窯もこの時点で解体され、御細工人の一部は満宝山枝栄に残り、他は

窯元となり、あるいは雇われて職人となりました。

献上唐子焼（御用窯） 献上唐子焼（民窯 広田窯）

高級酒器

紅 皿
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６ 明治から今日の三川内焼

満宝山枝栄は、明治７年には古川運吉から

豊島政治に譲られ、製造と販売を行いました

が間もなく解散します。窯跡は、三川内東窯

の東の山林にあります。窯室は数室の小窯で

あり、付近にはコーヒー碗皿を焼いたときの

ハマが散乱しています。

コーヒー碗皿は、多くは赤絵です。１７世紀

後半の御用窯でも赤絵は一時期造られました

が、その後は幕末まで赤絵は造られていませ

ん。

コーヒー碗皿は輸出品として満宝山以外でも「三川内今村造」な

どの銘で製造され、明治の前半期は多くの窯元で扱っていました。

また、御用窯時代に造られた白磁、細工物、献上唐子、秋草文染付

けの技術を継承する形として、御用窯時代の細工人が窯元になり、

あるいは各窯元で雇われた元細工人の作品が造られるようになりま

す。

豊島政治は、１８９９年（明治３２年）に陶磁器意匠伝習所を三川内山

に設立します。御用窯時代の技術の後継者養成の役割があったので

す。また、今村豊寿は、平戸藩時代の御用絵師の田中南文を呼んで、

中国南画を陶画に取り入れるよう、絵画塾を開いており、伝統と平

行して新しい意匠を取り入れる努力も行われています。

また、近年の三川内焼は、多様なニーズに答えるものとして、日

用雑器から高級品、割烹食器など多様化が進んでおり、さらに陶器、

磁器も交えて造られていますが、一方では御用窯時代の伝統も正し

く受け継がれています。

第４章 三川内焼の歴史

赤絵コーヒー碗五客組物

山水絵花瓶

現代 割烹組物
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第５ 章
波佐見焼・三川内焼のできるまで

１ 陶磁器の種類と特徴

はじめに

やきものの始まりは、人類が火を発見し、焼けた土が固まることを知ったときといわれています。日本に

おける「縄文土器」と呼ばれるやきものは、紀元前１万年以前に誕生し、貯蔵・煮炊き・祭祀用としてさか

んに用いられていました。これらは窯を用いず「野焼」という方法で焼かれていましたが、次第に窯が用い

られ、その進歩とともに、材料や釉薬、成形など技術の発展もあり、多種多様なやきもの（陶磁器）を生み

出してきました。

陶磁器の分類について、ここでは土器、陶器、�器、磁器の４つに従って述べてみましょう。

土 器

土器は一般的に低温（９００℃前後）で酸化焼成され、素

地中の鉄分によって赤茶色になったものが多く見られます。

また無釉がほとんどであり、多孔質で吸水性は大で、不

透光性です。叩くと、濁音を発します。

人類のもっとも原初的な発明であり、世界各地における

やきもののスタートに位置付けることができるでしょう。

日本では縄文、弥生土器、埴輪がこれに当たり、現代で

も植木鉢などとして用いられています。

陶 器

陶器の種類は大変多くあり、釉薬が掛かっているのが一

般的で、多少の差はありますが、吸水性があって不透光性

です。叩くと、土器より高めに焼成しているため、やや高

い音のものが多いようです。

ここでは粗陶器と精陶器に大別して説明します。

□粗陶器

山や田圃等の有色粘土を主原料とし、地方の民芸品や陶

芸作品に多く見かけられます。楽焼き等の低火度（８００～

９００℃）から食器や花瓶等のように比較的高温（１２５０℃程

度）のものまで幅が広く、その呈色も温度や雰囲気（酸化、

還元）によって淡色～黄褐色～褐色～黒褐色と色の範囲も

大変幅広いものです。

□精陶器

長石質や石灰質の陶器で白又は淡色を呈し、吸水率が数

％しかないように焼かれた硬質陶器から、多孔質で吸水性の大きいものまであります。

大物では衛生陶器がこれに当たります。

土 器

陶器（粗陶器）

陶器（精陶器）
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器

色は陶器と同じ有色で、緻密で硬く焼き締まり、吸水性

が無くなりますが、不透光性です。叩くと磁器に近い響き

を持った音を発します。

素地は、天然原料をそのまま用いたもの（粗�器）や、
すい ひ

水簸して微粒にし調整したもの（精�器）があります。
通常施釉されたものが多く、ストーンウェアと呼ばれる

もの、陶管、産地では備前焼等がこれにあたります。

磁 器

緻密で硬く白色で、叩くと金属的な高い響きを持った精

音を発します。吸水性はなく、基本的に透光性です。

これは、発色の中心となる酸化鉄の混入を極力抑え、焼

成によって素地が熔化するからです。一般的には還元に

よって焼成され、素地中の酸化鉄が還元（酸化第１鉄）さ

れて、より白さを際立たせます。酸化焼成されることもあ

りますが、この場合は素地中に酸化鉄として残りアイボ

リーとなります。

磁器は軟磁器と硬磁器、特殊磁器に分けられます。

□軟磁器

焼成は１２５０℃～１３００℃で行われ、長石２２～２８％、粘土質

物３０～３７％、石英２５～４０％からなります。

波佐見・三川内をはじめ肥前地区は広くこれにあたり、

主に陶石だてといって陶石を砕いて微粉砕～水簸して作り

ます。一方海外や日本の中部地域ではこれらを配合によっ

て作るのが一般的のようです。

□硬磁器

焼成は１４００℃前後で行われ、長石２２～２８％、粘土質物４５

～５５％、石英２２～２８％からなります。粘土質物が多くて耐

火度が高く、高温焼成となりますが、緻密で硬く、高級な

磁器や科学磁器類に多く見られます。

日本では大倉陶苑、ヨーロッパではマイセン磁器等がこ

れに当たります。

□特殊磁器

特殊という意味は、電気的特性、耐熱、耐火、強度等ある目的によって調配合され、結晶化等によってそ

の目的を果たすもの、と言えるでしょう。例えばアルミナ磁器は強さが要求される学校や病院等の給食食器

やホテル等の食器に、ペタライト磁器は熱衝撃に強い土鍋等に用いられます。

この他、ステアタイト磁器、ムライト磁器など電気用、化学用磁器として新しく作られています。

器

磁器（軟磁器）

磁器（硬磁器）

特殊磁器
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製土（原料）�

製土（製法）�

石膏型作成�

成形（手作り）�

成形（ロクロ）�

成形（鋳込み）�

乾燥・素焼�

下絵付�

施　釉�

本焼成�

上絵付�

硅石・長石・粘土�

粗砕（ジョークラッシャー）�

水篩（撹拌槽）�

粉砕（スタンパー）�微粉砕（ボールミル）�

撹拌槽�

乾　燥�

素　焼�

下絵付�

施　釉�

本焼成�

上絵付�

上絵焼成�

出　荷�

フィルタープレス�

配　合�

陶　石�

除　鉄�

ロクロその他の成形�鋳込成形�

石膏型作成�

土錬り（真空土練機）�　泥漿調整�

硅石・長石・粘土�

粗砕（ジョークラッシャー）�

水篩（撹拌槽）�

粉砕（スタンパー）�微粉砕（ボールミル）�

撹拌槽�

乾　燥�

素　焼�

下絵付�

施　釉�

本焼成�

上絵付�

上絵焼成�

出　荷�

フィルタープレス�

配　合� 配　合�配　合�

陶　石�

除　鉄�

ロクロその他の成形�鋳込成形�

石膏型作成�

土錬り（真空土練機）�　泥漿調整�

２ 陶磁器の製造工程

製造工程の概要

ここでは波佐見・三川内はもとより、肥前地区で一般的に行われている磁器の製造行程について、１例（太

線で表示）を示します。なお、波佐見・三川内では、これら陶磁器製工程毎に陶土・生地・石膏型製造、上

絵付などが分業体制で行われています。

種類と特徴の項目で触れましたが、主に陶石立て（天草陶石を粉砕、水篩）で作りますが配合の場合（細

線で表示）も記しておきます。詳細については各項目をご覧下さい。
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３ 製 土

Q
A

Q
A

原 料
原 料

磁器原料の「陶石」は、石英粗面岩や流紋岩などに含まれる長石が熱水変質作用を受けて、粘土鉱物に変

わった白色緻密な岩石を「陶石」といいます。

天草陶石など良質な陶石の主構成鉱物は、石英、セリサイト、カオリナイトです。着色不純物（Fe２O３：TiO２）

が少なく、磁器原料としてそのまま用いることができます。

陶石の種類

陶石の産地は、熊本県の天草・波佐見の三股・三川内の

網代・有田の泉山・石川県の服部・愛媛県の砥部・兵庫県

の出石などがあります。中でも品質、埋蔵量とも日本一の

陶石は天草で、波佐見焼、三川内焼、有田焼はじめ、各地

の陶磁器の原料として用いられています。

□三股陶石

波佐見の三股陶石には「強石」と「弱石」があります。

また、可塑性と耐火度が高い陶石の強石は陶土に使用され、

可塑性と耐火度が低い陶石の弱石は釉薬原料として使用さ

れていました。

□網代（三岳）陶石

佐世保市針尾にあり、寛永１０年（１６３３）に発見され、長

い間三川内焼を支えた原料です。高級白磁の釉薬原料とし

て木灰と共に用いられた他、天草陶石と配合して薄手の製

品を作る陶土の原料としても用いられました。

□天草陶石

天草陶石には海岸脈と皿山脈があります。海岸脈陶石は

鋳込み成形に適し、皿山脈陶石はロクロ成形に適しており、用途により両陶石をブレンドして用います。

磁器の原料（陶石）は、枯渇することはないのでしょか。

肥前地区の主原料の天草陶石は、約４００年間使用してきましたが良質の原料は少なくなっています。

陶石だけでなぜ磁器の製品ができるのでしょうか。

陶石には、石英（乾燥・焼成収縮を小さくする）、セリサイト（可塑性があり、長石と同様ガラス化に
より焼結する）、粘土（可塑性があり、焼成腰を強くする）がバランス良く自然に配合されているため
陶石だけで製品ができます。

陶石山

陶 石
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Q
A
Q
A

製 法
製 法

天草陶石は一般に露天掘ですが、一部坑道掘でも採掘さ

れています。採掘した陶石は等級別に選別され、製土工場

へ運ばれ陶土に加工されます。

□粉砕：（陶石を砕いて粉末にします）

ジョークラッシャーで粗粉砕された数種類の陶石を鋳込

み用とロクロ用に配合して、スタンプミルでさらに微粉砕

します。
すい ひ

□水簸（水に溶かして粒子を整えます）

スタンプミルで粉砕した陶石粉と水を撹拌槽に入れて分

散させ、数�以上の砂状を分離した縣濁液を水簸槽へ流し、
沈殿した０．０５�（５０�）以上の粒子を除去（珪石粒）、遊
離している粒子を沈殿タンクへ集める。沈殿タンクで数日

放置すると粒子は沈殿し、上澄み液（水）を取り除いて、

濃縮します。

□徐鉄（鉄分を除去します）

原料や粉砕工程で混入した磁性体（鉄など）を除去する

ため、強力な磁場（磁石）の中へ縣濁液を流し、磁性体を

取り除きます。

□脱水（圧力をかけて水分を絞ります）

縣濁液の脱水には、フィルタプレスが最も広く用いられ

ています。濃縮した縣濁液をフィルタープレス機へ圧送し、

プレスケーキの水分を２０～２５％になるよう縣濁液の圧力と

時間で調整し脱水します。

□土練り（土のかたさを均一にします）

脱水したプレスケーキを粗く切断して、土練機に投入し

混練しながら真空室に導いて脱気し、その後、オーガー（ス
はい ど

クリュー）で棒状として押し出します。これで陶土（坏土）

のできあがりです。

陶土の粒度は、どのようにして調製するのですか。

水中における沈殿速度と沈殿時間は、原料の比重、粒子の大きさ、水温等により沈降速度が異なるため、
水流を調整し、粒度を調整しています。

陶土の等級は、どうやって決めるのですか。

陶石中の有色不純物である酸化鉄の量が少ない順に「特上」、「選上」、「選中」、「選下」の等級に選別し
ます。

粉 砕

水 簸

脱 水

土錬り
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４ 石膏型作成

Q
A

Q
A

概 要

石膏の利用は古く、エジプトの古代文明に始まり、建築

材料や、またピラミッドなどにおいて石材の接着剤に使用

され、今日まで数千年の長い間様々な場面で活用されてき

ました。現在石膏が使用される分野は、焼石膏の分野だけ

でも、陶磁器用、歯科用、外科用、工業模型用、金属鋳型

用、チョーク、美術模型、塗料用、模型用などあらゆる分

野で利用されています。このように石膏が利用される理由

は、�取り扱いが比較的簡単 �短時間で固化し、複製が
容易 �固化した型の強度が適当で、加工性も良い �人
体に影響が少ない。などが挙げられます。

石膏型の作成

石膏型は、原型・捨型・ケース・使用型の順につくりま

す。

□原型

石膏型を作る場合、まず製品の寸法に一定の割掛けをし

て製品の型（元型）を作ります。これを原型といいます。

□捨型

原型を元に、ケース（型子）を作るための型を作ります。

「使用型」と基本的に同じですが、ケースを作った後は使

用できませんので「捨型」と呼ばれています。

□ケース（型子）

使用型を数多く作るために、捨型を元にしてケース（型

子）を作ります。製品を量産する場合には、このケースが

必要となります。

□使用型

ケースに石膏を流し込んで作ります。使用型とは実際に

粘土や泥漿を用いて直接成形をするための石膏型です。

やきものをつくるのに石膏型は、なぜ必要ですか。

石膏を顕微鏡で見ると微細な穴が開いています。これこそが、石膏を用いる大きな理由です。陶土は、
石膏で成形すると、陶土に含まれる水が石膏の微細な穴に吸収されて、生地ができます。そして一定時
間後に生地は収縮し、型から外すことができます。

新しく作られた使用型は、成形として何回使用できますか

石膏型の石膏が陶土や泥漿の水分により微量溶けだしたり、型の吸水率低下のため、成形のための使用
回数には限界があります。鋳込み成形では、目安として８０回～１００回程度です。型にレリーフ等がある
場合使用回数は少なくなります。

原 型

捨 型

ケース型

使用型
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５ 成 形

Q
A
Q
A
Q
A

手作り
概 要

粘土の可塑性（成形性）を応用して、指先やヘラなどで

形を作る成形法です。型やロクロ成形などのように同じ形

を大量に作ることは困難ですが、作者の個性を出しやすい

手工による成形法です。特に熟練を必要としない人でも容

易に取り組めます。この成形法で用いる粘土は、耳たぶく

らいの柔らかさが適当で、土の中の空気を除き、土を均質

にすることが大切です。

方 法

□手捻り（てびねり）

板または紙や布を敷いた上に陶土の塊を置き、手や指で

押す・捻る・摘むなどの動作を加えながら徐々に形づくる

方法です。

□紐づくり

板または机上ロクロに紙や布を敷き、紐状の撚り土を渦

巻状に巻上げながら茶碗やコップなどを指で形づくる方法

です。

□板づくり（たたらづくり）

練り土を板状にして、曲げたり付け合わせたりして皿や

鉢などを成形する方法です。

□型起こし（押し型）

型に陶土（坏土）を押し込んで成形する方法です。装身

具などを簡単に、また同じ形状の製品を沢山作ることがで

きます。

土錬りが不十分だとどんな欠点がでますか。

土の中に空気が取り除かれないと、本焼成後に丸く盛上がるように膨れたり穴が開いたりします。

手作り製品を乾燥させると、よく割れるのはなぜですか。

成形において製品の内厚が不均一であったり、手作り（押す・捻る・摘むなどの動作）成形での生地の
接着不良などにより乾燥後の割れにつながると考えられます。

江戸時代に作られた角皿や変形の皿、鉢等は、どのような方法で作られたのですか。

多くは「型打ち」と呼ばれる方法で作られました。まず、皿や鉢等の内側（見込み）部分の形を木型や
土型（素焼型）で作ります。皿や鉢をロクロ成形したものを柔らかいうちに型に被せ、丹念にたたきな
がら型に密着（変形）させて作ります。

手捻り

紐づくり

板づくり

型起こし
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Q
A

Q
A

ロクロ
概 要

ロクロ成形は、坏土をロクロの中心に据えて回し、その

遠心力を利用して形を作る方法です。回転体による形状の

皿、ボウル、コップ、壷などを成形するために適した方法

です。ロクロ成形には、手ロクロ、蹴ロクロ、電動ロクロ、

機械ロクロ、ローラーマシンなどの方法があります。

方 法

□手ロクロ、蹴ロクロ、電動ロクロ

坏土をロクロの中心部に据え回転させながら指やヘラを

使って形づくる「手作り」による方法です。成形品は、糸

で切り離し、半乾きになったら削り仕上げをします。手で

回す手ロクロ、足で回す蹴ロクロ、電気モーターで回す電

動ロクロなどがありますが、現在では電動ロクロが主流に

なっています。

□機械ロクロ

電気モーターで回転させた台に石膏型をセットし、型の
こて

中に坏土を押込み、鏝を上部から押えながら形づくる方法

です。一定時間放置してから型から成形品を外し、縁や高

台の削り仕上げをします。同一形状の製品を大量に作るこ

とができる。

□ローラーマシン

電気モーターで回転させた台に石膏型をセットし、型に

坏土を載せて、加熱・回転している鏝を上部から押え込み

ながら形づくる方法です。機械ロクロよりさらに寸法精度

が高く、大量生産に適した自動成形機です。

波佐見・三川内で生産される皿やボウルなどの陶磁器製品
の成形は、どのような成形法で行われているのですか。
波佐見・三川内の生地製造業においての皿やボウルなどの
成形方法は、同一形状で大量生産が可能な機械ロクロや
ローラーマシンなどで行われています。手ロクロ、蹴ロク
ロ、電動ろくろなどに比べ、石膏型を用いていること、機
械装置であることなどから量産に優れている成形法です。
やきもの（製品）を見ただけで、手ロクロと機械ロクロの
違いを見分ける方法がありますか。
製品を見ただけでは正直なところ見分けるのは困難です。
強いて言えば、量産ものか少量か、形状や厚みが同じか微
妙に違うか、価格が高いか安いか、作者が明確か、等で区
別するほかないようです。

電動ロクロ

機械ロクロ

ローラーマシン

やきものづくりの道具
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Q
A

Q
A

鋳込み
概 要

鋳込み成形法には、排泥鋳込み成形（袋流し）と圧力鋳

込みがあります。

排泥鋳込みは、花瓶、急須、土瓶などの袋状の形状を成

形するのに適した成形法です。中空形状の石膏型（使用型）

に泥漿（ドロドロにした素地土）を流し込んで成形します。

また圧力鋳込み成形法は、皿や鉢などの変形ものを成形す

るのに適した方法で、予め二重型にした石膏型（使用型）

に素地土を圧力を加えて注入し成形します。

方 法

□排泥鋳込み成形

石膏型に泥漿（ドロドロの状態にした土）を流し込み、

一定時間経過すると素地中の水分が石膏型から吸収される

ため、型面部分から徐々に固まります。必要な厚みの層に

なったら余分な泥漿を型から排出します。しばらく型を放

置した後、型から成形品を取り出します。急須や土瓶など

の注口や把手や茶漉しなどについては、予め同じ成形法で

成形しておき、泥漿を接着剤として本体に接合し組み立て

ます。

□圧力鋳込み

二重型にした石膏型にやや固めの泥漿を圧力を加えなが

ら注入し成形します。一定時間注入した後、型から成形品

を取り出します。大量に成形するためには、複数の型を積

み重ねて一度に鋳込みます。

鋳込み土（泥漿）はどういう方法でつくるのですか。

鋳込み成形を行うには、できるだけ水分を少なくして流れやすい泥漿にする必要があります。そのため
に、素地土に水を加え（約２９％）水ガラスや炭酸ソーダなどの解膠剤（分散剤）を徐々に加えて（２／
１０００％）撹拌します。

鋳込み成形法で作った製品の特徴は何ですか。

排泥鋳込みの製品は、成形品の肉厚が一定になり、高台内側が凹むなどの特徴があります。また、圧力
鋳込みの製品では、成形品（製品の表側）に鋳込み痕が残るなどの特徴があります。
袋流し成形法（排泥鋳込み）は、波佐見地区が得意とする成形法で、伝統的工芸品産業に指定された

全国の陶磁器産地の中で唯一部門として認定されています。

排泥鋳込み

圧力鋳込み

脱 型
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６ 乾燥・素焼

Q
A

Q
A

概 要

充分乾燥した生地を８００～９５０℃程度の温度で焼成するこ

とを素焼といいます。素焼は、素地の強度を増し、加飾や

施釉など取扱い中の破損を避けるために行います。また、

素焼により素地は吸水性を増すため、絵付や施釉の操作が

容易になります。

方 法

□成形品（生地）の乾燥

生地は、天日やプロクター乾燥機（乾燥室内に温風を循

環させ、生地を移動させながら乾燥）などにより均一に乾

燥を行います。

□窯詰め

生地が充分に乾燥した後、窯詰めをします。素焼では重

ね積みが一般的ですが、重ねることによって中まで熱が回

りにくい状態になったり、重量によって生地が破損しない

ように注意が必要です。

□焼成

天草磁器の場合、焼成温度は９００～９５０℃程度で電気炉や

ガス炉によって行います。焼成初期段階で窯の天窓を開放

して湿気を逃がすことが必要です。

□掃除

素焼が終了した素地は、羽根箒やエアーコンプレッサー

などを使って、成形仕上表面の付着物を取り除いた後、検

品を行います。

生地の乾燥での注意点はありますか。

陶土は乾燥とともに収縮しますが乾燥が不均一な場合、収縮差が歪みとなって変形や割れが生じます。
特に厚味のある生地の場合、表面と内部との乾燥の不均一により割れが生じやすくなるため徐々に乾燥
させることが必要です。

素焼の温度が高かったり低かったりするとどうなりますか。

素焼素地は、温度が低く焼き不足の場合、施釉時に釉はげや素地の割れが生じます。逆に温度が高過ぎ
る場合は、吸水性が低下し絵具や釉薬の付着が悪くなります。

生地乾燥

素 焼

素焼掃除
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７ 下 絵 付

Q
A
Q
A
Q
A

概 要

一般的に、素焼した素地に絵具で描画することを下絵付

といいます。下絵付の後、釉薬（透明釉）を施し本焼きを

することにより釉薬が溶けて絵具が発色します。釉薬の下

に絵があるため下絵と呼びます。

方 法

□伝統的な技法

筆を使った下絵付には、模様を線画で表現する線（骨）

描き、線描きした輪郭の中や広い面に絵具を染みこませる

濃み（ダミ）、筆勢を利用して一気に絵を描く付立てなど

の技法があります。また、筆を使った技法の外に、絵具を

吹き付ける吹墨や吹き掛け、和紙に絵具を染みこませて行

う和紙染め、蝋やゴム液などにより白抜きの模様を描く方

法など様々な技法があります。

□印刷による方法

銅版転写やスクリーン印刷、パッド印刷など量産を前提

とした方法です。銅版転写は、エッチングを施した銅板に

絵具を刷り込み、和紙に写し取って素地に転写します。スクリーン印刷は版の紗目をとおして絵具を素地に

写す方法ですが、素地に直接印刷する場合と紙に印刷したものを転写する方法があります。また、パッド印

刷は版上の絵具をシリコンで写し取り素地に転移します。

絵具の種類

下絵具は、一般的に呉須（ゴス）と呼ばれています。呉須には、自然に産出する天然呉須と科学的に合成

する合成呉須がありますが、天然呉須は入手し難いため現在では合成呉須が使われています。合成呉須は着

色材のコバルトやマンガン、鉄などの酸化物とカオリンなどを調合して作られます。

下絵付で赤や黄などのカラフルな色は出せるのですか。

下絵具としては、赤、ピンク、オレンジ、グリーン、黄、紫などたくさんの色がありますが、１，３００℃
前後という高い温度で焼成するため上絵のような鮮やかな発色ではありません。

やきものの絵具は、なぜ高温でも燃えて無くならないのですか。

絵具は、耐火度が高く、また高温で釉薬と反応して発色するコバルト、クロム、鉄などの酸化物で作ら
れているからです。

下絵付製品の特徴は何ですか。

下絵は釉薬の下に絵具があるため、上絵とは異なり耐久性があります。そのため、酸による色落ちや引っ
か

掻きによる傷が付きません。

線描き

ダ ミ
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８ 施 釉

Q
A

Q
A

概 要

釉薬は、色彩や肌合いといった装飾性ばかりでなく、汚

れや水漏れ防止といった機能性を付加するために施されま

す。また、焼成により釉薬と素地が溶け合った中間層がで

きることにより製品の強度を高めます。

方 法

施釉する素地は、手の脂が付かないようにして付着した

ほこりや汚れを取り除きます。この時、下絵付をしたもの

は、絵具部分に触れないように注意します。施釉方法には、

製品を釉薬の中に浸ける浸し掛けや柄杓などにより製品に

釉薬を施す流し掛け、スプレーガンにより釉薬を吹き付け

る吹き掛け、刷毛や筆などで釉薬を塗り付ける塗り掛け等

があります。特殊なものを除いては、浸し掛けや流し掛け

がよく用いられ、焼成後の釉面も平滑で自然に仕上がりま

す。吹き掛けは、釉薬を霧状にして素焼き面に付着させま

すが、１回の吹き掛けでは充分な厚味が得られないため数

回の吹き掛けが必要です。また、浸し掛けや流し掛けとは

異なり焼成後は細かい凹凸のある釉面になります。塗り掛

けも焼成後は刷毛目の凹凸がある釉面になります。他にも、

製品の内外や部分的に異なる釉薬を施釉する掛け分という

方法もあります。いずれも施釉後は高台部分の釉薬を剥ぎ

取って水拭きし、乾燥後本焼成を行います。

高台の底に釉薬がかかってないのは何故ですか。

製品は棚板という熱に強い板にのせて焼成します。焼成中に高台部分の釉薬が溶けて棚板にくっつくの
を防ぐために高台底の釉薬を剥ぎ取って焼成します。

釉薬にはどのような種類がありますか。

釉薬には、７００～１１００℃で焼成する低火度釉と１２００～１３００℃で焼成する高火度釉があります。１３００℃前
後で焼成する天草磁器には高火度釉を用います。波佐見では、下絵具の発色や焼成温度範囲の広いこと
などから石灰釉（透明釉）が多く用いられます。その他の釉薬には、艶消（マット）釉、乳濁釉、失透
釉、結晶釉などの種類があります。基礎釉に着色材を添加することで青磁釉や天目釉などの色釉ができ
ますが、基礎釉の性質や着色材の添加量によって、また、酸化焼成や還元焼成といった焼成雰囲気によっ
て発色は異なります。

浸しかけ

高台仕上げ
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９ 本 焼 成

Q
A

Q
A
Q
A

概 要
陶磁器原料の製土・成形・乾燥・素焼・施釉の各工程を

終えると、焼成により熱エネルギーを得て焼き固める工程
が本焼成です。目的に応じた表面・形状・強度などの性質
を形成させるためのものです。陶磁器製品の品質を最終的
に決定するための重要な工程です。

方 法
□窯詰め
窯詰めは製品の均一な収縮と、棚板へのくっつきを防ぐ

ため、棚板の上に珪砂やアルミナ質の粉末を散布し、その
上に並べます。また場合によっては、製品が火炎や灰、煙
などからの悪影響を防ぐため、「さや」あるいは「ぼし」
と呼ばれる耐火度の高い容器に入れて積み重ねることもあ
ります。
□焼成
磁器の本焼成は、通常１０００℃くらいまで酸化炎焼成（あ

ぶり）を行い、次に還元炎焼成（攻め）に移り、最後は中
性炎に近い還元炎焼成（あげ火）で１３００℃で焼成を行いま
す。しかし、目的によっては最初から最後まで酸化炎焼成
を行うこともあります。
□窯出し
室温近くまで徐冷した後、窯出しを行います。２００～３００℃
以上から急冷すると、貫入や釉飛びなどの欠点が出やすい
ので注意が必要です。

窯の種類
陶磁器の窯として広く採用されているものは、シャット

ル窯やトンネル窯、あるいはローラーハースキルンなどが
あります。

窯の燃料
昔の登り窯では、主に火力の強い松の木をはじめとする天然木が用いられていました。明治以降は石炭や

重油などが用いられ現在はブタンやプロパンなどの天然ガスが主として用いられています。

磁器は、焼くとなぜ白くなるのですか。

陶磁器原料は天然原料であり、微量の酸化鉄やチタンなどを含んでおり、酸化炎焼成では、これらがや
や黒みを帯びて発色します。しかしこれを還元炎焼成することで酸化鉄が変化し、肥前磁器独特の美し
い青白い発色を示すようになります。

焼成中、窯の中の製品を見ることはできないでしょうか。

長崎県の窯業技術センターには、世界初の、焼成中の窯の内部を観察できる透視炉があります。これに
より、これまで見ることのできなかった焼成中の製品表面の変化を観察することが可能となりました。

主な窯の特徴について教えてください。

シャットル窯（単窯）は、少量多品種で小規模生産に適し、焼成時間は１０時間以上かかります。一方、
トンネル窯やローラーハースキルン（連続窯）などは、常時連続して製品の焼成が可能であり、量産に
適しています。特にローラーハースキルンは、約４時間程度の非常に短い焼成時間で焼成されます。

窯詰め

シャットル窯

ローラーハースキルン
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１０上 絵 付

Q
A

Q
A

概 要

上絵付は、本焼成された陶磁器の釉の上に上絵具を用い

て模様を施し、通常７５０～８５０℃の酸化炎で焼き付ける装飾

技法です。下絵付と異なり上絵付には、多種多様な色彩の

絵具があり、古くから用いられている伝統的な方法や印刷

による方法で行われています。

方 法

□伝統的な方法

下絵付の表現方法と似たところが多く、その中心は筆に

よるものです。ヨーロッパや中部地区では、油溶き法によ

る手描きが多いようです。波佐見・三川内では、主に水溶

き法で描き、線画筆、刷毛等を使い目的に応じて使い分け

ます。手描き他、吹きやたたき等様々な技法があります。

□印刷による方法

印刷方法としては、スクリーン、パッド、平版などがあ

りますが、主にスクリーン印刷で行われています。直接製

品に印刷する方法もありますが、転写（絵具が印刷された

転写紙を水に漬けて、台紙から外れた絵具部分を製品に貼

る）による方法が一般的です。

□上絵付の焼成

上絵付の焼成は、８００℃前後で酸化焔焼成します。上絵

付の窯は、古くは錦窯（マッフル窯）が用いられましたが、

現在は、一般的に電気窯やトンネル窯が用いられています。

上絵付けの窯は、特に湿気を嫌うので十分注意し、また転

写などの製品を焼成する場合は、ガスがこもらないように

注意しながら焼成します。

上絵具の種類と特徴を教えてください。

上絵付には、大別すると和絵具と洋絵具があります。和絵具は、透明なガラスの粉末（融剤）に酸化鉄
や銅、コバルト等の着色材を加えたもので、「盛絵具」や「具絵具」と呼ばれています。厚く盛ること
で透明性の高い深い発色が保たれます。肥前地区や九谷、京都など日本で伝統的に用いられる絵具です。
洋絵具は、着色材に融剤を加えて釉面に融け付かせるもので比較的層が薄くて発色します。

食品衛生法で陶磁器製食器の鉛溶出量が規制されていますが、その対策を教えてください。

絵具の融剤に含まれる鉛の量を減らした絵具（耐酸絵具）や、鉛を用いない融剤の絵具（無鉛絵具）が
開発されています。耐酸絵具では、代表的なものに本県で開発された長崎絵具があります。

手描き

転 写

焼 成



やきものプロ養成講座

50

やきものの絵柄

（この他にも多くの絵柄がありますが、代表的なものを紹介しています。）

十草（とくさ） 格子（こうし） みじん唐草 千筋（せんすじ） カゴメ タコ唐草

麦わら手 網目（あみめ） 地紋（じもん） 七宝（しっぽう） 山水（さんすい） 千鳥（ちどり）

丸紋（まるもん） 三島（みしま） 芙蓉手（ふようで） 祥端（しょんずい） 青海波（せいかいは） 一閑人（いっかんじん）

幾可文（きかもん） 矢羽根（やばね） 竜田川（たつたがわ） 独楽筋（こますじ） 市松（いちまつ） 水玉（みずたま）

菊割 雲錦手（うんきんで） 流水（りゅうすい） 木甲（もっこう） なずな 宝づくし

亀甲（きっこう） 麻の葉文（あさのはもん） 吉祥文（きっしょうもん） 唐児（唐子）（からこ） 四君子 瓔珞文（ようらくもん）

資 料 編
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やきもの用語

用 語 解 説

あいもん
あかえ

あげてみ

あげてみざお
あげてみざま
あぜ
あんこうがま
いっかんじん

いときり

いとぞこ

いらぼ

うわぐすり

えぐすり

おき
おきあげ

おきかき

おくづみ

おしべら

おち

おにわやき

おんざん

かがみ
かきいた

かきふで
かけわけ

あ そ

（和え物）あえ物も盛る焼物。形は湯呑みに似ているがふちが反っている。
（赤絵）赤色を主調とした多彩の絵模様陶磁のこと。本焼きした器の釉の上に、赤、緑、
黄、紫、青などの上絵具で文様を描き、専用の上絵窯で焼きつける。上絵、または色絵
ともいう。

（挙げて見）登窯の焼け工合は、窯の中の火色と焼物の色で判断したが、確かめるための
取り出し用焼物。最も火度の低い所に３、４個おいた。

（挙げて見竿）あげてみを取り出す鉄製の竿先端が二またになっている。
（挙げて見狭間）あげて見を窯の中から取り出す時に必要な穴窯の一番低い所にある。
登窯の正座（し行に解説）と火床（ひ行）との間を仕切ってあるあぜ

（安光窯）登窯で「焚起こし」に続く最下位の窯。最も小さい。
かんじん

（一閑人）皿、鉢、盃などの口造りの一端に人形がついているもののこと。閑人が井戸を
覗いているようなのでこの名がある。中国明時代（１３６８～１６４４年）の青磁や染付磁器に
よくみられる装飾で、両側に人形があるものは二閑人という。

ろく ろ ねん し

（糸切り）回転する轆轤から器物を切り離すとき、撚糸で引き切ること。またはそのよう
にして切り取った�台部のこと。底部が糸の回転によって渦巻き文となる。

ろく ろ

（糸底）轆轤成形の際、糸で底を切り離したやきものの底のこと。本来は糸切りした底を
指す名称だったが、糸切りの痕の見えないもの、さらにやきものの底すべてを指すよう
になった。糸尻ともいう。

（伊羅保）朝鮮半島でつくられた高麗茶碗の一種。鉄分の多い小砂まじりの荒い土に薄い
釉薬がかかり、肌がこげていらいらいぼいぼした感じがするのでこの名が起こったとい
われる。江戸時代（１６０３～１８６７年）初期にわが国の注文に応じてつくられたいわゆる御
本茶碗が多い。

（釉薬）焼物に光沢を出すため、全体にかける薬、焼き上ると透明なガラス質となる。窯
元では調合に多少の相違があり秘伝とした。

（絵薬）素焼した焼物に描く顔料。鉱石、金属を原料として作り色は種々あった。窯元で
多少の相違があった。唐絵薬は最高品とされた。
薪やたたらぎを焚いて焔の出なくなった火

（おき挙げ）窯の中のおきを取り出す道具十能の大きい物で、先は鉄、柄は木で作ってあ
る。
おきをかき出す道具、素焼窯で用い、焼き上ったのち、おきを外へかき出して水をかけ
炭とした。

（奥積み）登窯で火度が最も弱い奥の方へ積む焼物。八荷入、六荷入といって、天草石に、
火度の弱い三股石を多く入れた陶土で作った。四荷入は中積用、二荷入は火前積み用と
した。

（押箆）ろくろ細工に用いる「へら」。木目のつまった木でつくる。焼物の形によって種々
の型があった。
成型したが破損したもの、けずりくずなどを、陶土に再生するために蓄える設備、通常
２�×２�×１�ほどの大きさでモーロイシで築いてあった。

（御庭焼）江戸時代、諸藩主の中には、御用窯をつくって焼成させる例が多かったが、と
くに城内や邸内に築用し、より好事的になったものを“御庭焼”と称する。有名なもの
に紀州偕楽園焼、尾張御深井焼、水戸偕楽園焼、備前後楽園焼などがある。

（温散）登窯で下段の焔が上段へ通ずる狭間。一軒の窯には下段より通ずるもの、上段へ
通ずるものと上・下にあいていた。通風と熱効率を兼ねている。
ロクロの上面部。ここへ陶土をのせて成型する。

（垣板）本窯で棚板積みの場合火床の焔が直接焼物に当らぬようにする垣。強い耐火土で
作ってある。

（描筆）素焼に染付する絵を描く筆。大小数種ある。
せ ゆう

（掛け分け）二種類以上の色釉を分けて掛け流す施釉方法。
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かさねやき

かたくち

かぶとばち

からうす

かわくじら

かわこぎ

かわせばま

かんな

かんにゅう

かんも

きぬたせいじ

きりこうだい

きりよま

きんさい

きんさい
ぎんだい
きんつぎ

きんよう

くつがた

くらわんかぢゃわん

くるかん
くろみ
けんすい
こうけ
こうごう

こうだい

ようちゃく

（重ね焼）器物をいくつも重ねて焼成すること。その際、器物の熔着を防ぐために目砂や
貝をはさむ。それが目跡となって器に残る。

（片口）台所用具の調理用具の一種で、鉢の一方に注ぎ口がついているもの。油、酒、�
油などを口の小さな容器に移しかえるときに用いる。塗りものややきもので作られ、向
付や鉢として使われることも多い。

（兜鉢・甲鉢）兜の鉢（頭を入れる部分）に似た形をした鉢。反りをもった大きな縁があ
り、伏せると兜の形に似ているのでこの名がある。

（唐臼）水を利用してつく臼。陶石、釉薬原料を粉砕した。これが沢山なければ窯は焼け
なかった。

（皮鯨）茶碗や皿の縁に鉄釉を掛けて焼くと、茶褐色に焼き上がる。その色が鯨の皮身に
似ているところからつけられた名称。唐津にその遺品が多い。

こ

陶土、釉薬、月砂などを水漉しするときの道具。十能を大きくしたようなもので先は鉄
製で、６尺ぐらいの木の柄がついている。

（はま）ともいう。焼物を直接のせて焼くもの、陶土でつくり表面に月砂を塗って融着を
防いだ
なま乾きの生地の外側けずりや高台けずりに使う。鋼鉄製の薄板、ヤスリをかけて鋭く
する。

き じ

（貫入）釉面にあらわれたひびのこと。素地と釉薬の収縮率の違いから生じる。ひびが大
ひょうれつ ぎょ し

きいものを氷裂文、細かいひびがたくさん集まっているものを魚子文という。貫入は欠
点とされることもあるが、意図的に文様化したものもある。
ロクロの心木の当る所にはめ込んである陶器。四角で中央にくぼやがあり周囲はくさび
で固めてある。

（砧青磁）わが国の茶人による中国青磁三分類の一つ。中国南宋時代（１１２７～１２７９年）に
龍泉窯で焼かれた粉青色の青磁で、最も上手の美しい青磁として珍重された。

（切�台）�台の一部が１～数ヶ所切り込まれているものをいう。背の高い�台に見うけ
られ、江戸時代（１６０３～１８６７年）中期以降の萩茶碗や高麗茶碗などの一部にこの手法が
ある。

（切りよま）ロクロで成型し切り離すときの糸。稲の穂首を小さくさいてより合せたもの、
馬の尻毛をよったものなどを使用した。

（金彩）金で上絵付けをしたやきもの。金と他の合金を混ぜたもので彩画し、通常の上絵
付けよりもさらに低い温度で焼きつける。

（錦彩）赤、緑、紫、黄、藍などの色絵の上にさらに金彩を彩色したもの。
（銀台）絵薬を微粉末にするための御影石製のひき臼
（金つぎ）破損した陶磁器を漆を使ってつくろい、その表面を金で覆うこと。一見すると、
金でついだように見える。

（釣（均）窯）中国宋時代（９６０～１２７９年）の河南省の名窯の一つ。青磁釉が白濁した、
ラベンダー彩が特徴である。

（沓形）口縁部に不規則なせばまりがあるもの。茶碗や鉢によく見られ、口縁部の下に一
段くびれがあるのが普通である。蹴まりに用いる沓に似ているところからつけられた名
称。

（くらわんか茶碗）江戸時代（１６０３～１８６７年）中期以降、淀川を往来する船客に酒食を売っ
た「くらわんか船」の商人たちが用いた厚手の染付茶碗。ほとんどが末期伊万里染付の
げ て

下手な作品だった。船の揺れで倒れないように�台が重い。
登窯の最上段の窯。その上に余熱で素焼する「ふかせ窯」があった。
焼成するとき、火廻りが悪く窯変したもの、釉薬が黒ずんでいる。

（建水）茶湯点前の時、茶碗をすすいだ湯や水を捨てる器のこと。水こぼしともいう。
火廻りが悪くて釉薬に光沢が出ず、ガサガサとなったもの

（香合）香料を入れる蓋つきの器のこと。茶事では炉の炭手前に使用される。漆器、陶磁
器などいろいろある。珍味入れの容器などに転用されたりもする。

（�台）茶碗、鉢、椀などの足の部分にあたる基台のこと。輪�台、切�台などさまざま
ある。糸底、糸尻ともいい、光台、香台とも書く。
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こうらいせいじ

こうろ

ごさい

ごす

コバルト

ごほんで

ごむはん
ごろいた

さびえ
さらいた

さんさい

しいの

しがと
しきこ
じきろう

しの
しのぎ

しゅうえん
しょうざ
しょくえんゆう
しょんずい

しろげしょう

しんかきふで
しんぎ
すいてき

すじぐるま
せいはくじ

（高麗青磁）朝鮮の高麗時代に焼かれ、高麗朝滅亡とともに衰退した優れて美しい青磁。
中国の宋の青磁の影響のもとに発展したが、朝鮮独特の味わい深いものとなっている。
青磁釉の下に白土や黒い土を象嵌して焼いた“象嵌青磁”、また、酸化銅を配し辰砂の
紅を発色させたもの、釉下に鉄で絵を描いた“鉄絵青磁”などがある。

（香炉）中に灰を入れて香をたくのに用いる容器。中国、朝鮮、日本で多く作られ、陶製、
銅製などいろいろな形がある。元来は仏具だったが茶道や香道などで用いられる。

（五彩）中国明代（１３６８～１６４４年）に完成した上絵付けのこと。日本では赤絵または色絵
という。

（呉須）酸化コバルトを含んだ鉱物の名で、染付の顔料。中国では青花とか青華ともいう。
呉州とも書き、広い意味で顔料や絵具全般を指すこともある。さらに呉須手とよばれる
粗雑な染付磁器を指すこともある。
青めの着色剤として広く用いられる。染付などに用いる呉須は、天然コバルトのことで
ある。コバルトの発色の優劣により、作品の良し悪しが決まるので、さまざまにコバル
トの種類を選び、混ぜものなどをして研究している。

（御本手）桃山時代から江戸時代（１５７３～１８６７年）にかけて、わが国から朝鮮に御手本を
ぷ さん

示して釜山あたりで作らせた茶碗のこと。御本茶碗ともいう。これらの茶碗には、胎土
の成分から淡い紅色の斑点があらわれることが多く、この斑点を御本とよぶこともある。

（ゴム判）絵・だみを能率化するため、用いるゴム製の判
蹴ロクロは上下２段になっていて、下段を蹴って廻す。下段の中央にはめこんで心棒と
の摩擦を最小限にする役目のもの

（銹絵）鉄絵のこと。京焼でいう。鉄釉で下絵付けしたもので、黒ないし 色に発色する。
（皿板）焼物の成型、運搬に用いる６尺ぐらいの板、成型、乾燥、釉薬かけ、窯への運搬
など全般的に用いられた。

き じ

（三彩）素地に直接、緑、茶、白、藍などの低火度釉をかけて焼いた軟陶。必ずしも３色
とは限らず、２～４色のものが多い。中国では唐三彩、日本では奈良三彩が有名である。
五彩と違い赤の絵具や青の下絵はない。
陶土づくり、釉薬づくりに粉末を選別する「ふるい」陶石、石灰などを水ごしする時の
「しいの」は目がきわめて小さいのを用いた。

びん

天秤棒でかついで売り歩く陶器商い人。
畳を６つに細分した敷物、土間、板間に座るときに使用した。

（喰籠）食物を盛って出す、大ぶりで平たい蓋つきの器物。円形や角形のものがあり、重
層になっているものもある。漆や竹製品にも見られるが伊万里焼など陶磁器にも多い。
天秤積みの場合「ぬけ」と共に中心になって支える陶具。
き じ へら

素地の装飾技法の一つ。口作りから胴、腰にいたるまでを、箆で縦にえぐるように削っ
たもの。境目の稜線を際だたせ、これを文様とする。
窯に薪を焚くときに出る黒い煙。

（正座）登り窯で焼物を積む場所全体。
（食塩釉）塩釉と同じ。
（祥瑞）中国明末期の崇禎年間（１６２８～１６４４年）前後に景徳鎮民窯で作られた上手の染付
磁器。あざやかな紺青で精緻で細かい文様がびっしりと描き込まれているのが特徴。底
に「五良大甫呉祥瑞造」の銘のあるものもある。水指や茶碗といった茶器は、日本から
の注文で作られた。

き じ

（白化粧）鉄分を多く含んだ有色土の素地の表面に白色の化粧土を薄く掛け、外観を白く
みせること。その上にさらに着色することもある。白掛、化粧掛ともいう。

（心書き筆）最も細い線を綿密に描く筆。狸の毛で絵書職人は自分で作ったという。
（心木）ロクロを支えている中心の棒、ユスの木を用いた。

すずり けんてき

（水滴）硯に水を入れるのに使う小型の水指のこと。硯滴、水注ともいう。または茶席で
用いる水指も水滴ということもある。

（筋車）筋引きや、刷毛塗りのとき用いる小さい手ロクロ。
（青白磁）白磁土の上に青磁と同じように、少量の鉄分を含む灰釉を掛けて青く発色させ

いんちん

たもの。白磁の一種。影青ともいう。
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せとぐろ

そこつち
たきおこしがま

たたきばま
たたら

たたらぎ
だちん
たて

たないた
だま（だば）
だみ

だみふで

ぢずな
ぢづみ

ちょうか

ちょこ
ちんころ
つちこなしいた

つちふみいた

てがしら
てばち

てんじょういた
てんじょうざま
てんじょうつみ
てんりゅうじせいじ

どうぎり

とうさい

どうばん

とちみ

とびせいじ

どらばち

とりけ

（瀬戸黒）瀬戸黒茶碗のこと。鉄釉を掛けた茶碗を焼成中の窯から引き出して、急冷させ
ひきだしぐろ

ることによって黒色にすること。引出黒ともいう。
（底土）成型途中の破損物、けずりくずなどの陶土、再製して用いた。
（焚き起こし窯）「火起こし窯」「灰あんこう」ともいう。「あんこう」の下に附設してお
り、胴切り（と行）などを詰めて焚き「あんこう」へ熱を送った。焼物は積まれてない。
陶土（下物）を団子にしてたたいて作ったはま、上物には用いなかった。
石膏型に打ちつけて成型するときの陶土、あらかじめ、石膏型に合せて厚み、大きさを
切っておく。
本登窯用の松材のまき、長さ１尺３寸前後、竹輪に締めて運搬した。

（駄賃）元来は馬による荷運び賃であったが、後には人力による運搬費にも使われた。
（盾）正座に積まれた焼物に直接焔が当らぬ様に火床に近く立てて垣をするもの、高さ３
尺近くで耐火度の強い山土で作られた。

（棚板）窯積み用の１尺５寸ぐらいな正方形の板。耐火土で作った。
（駄馬）荷運び用の馬、陶土、山土、山からの薪などは馬の背で運ばれた。
（濃み・ダミ）染付彩色の技法の一つ。輪郭を線描きしたあと、太い筆でその内側に呉須
をむらなく塗ること。
線書きされた絵に彩色、ぼかしを加えるのを「だみ」といい、だむ人を「だみ手」、筆
を「だみ筆」といった。顔料を多くふくむ大筆。

（地砂）本窯に積むとき「ぬけ」が安定するよう正座に敷く火度の強い砂。
（地積）最下位の地砂のところに積む焼物、火度が最も弱い。「八荷入り」の陶土で作っ
た（天草石１０に対して８の割で弱い三股石を入れたもの）

（貼花）貼付文様のこと。胎土と同じ土で草花などの文様を作り、これを貼りつけてから
釉を掛けて文様としたもの。「てんか」は慣用読み。
刺身用醤油入れの小皿、刺身皿と一対となる。
山土で作った「かわせばま」をいう。

（土捏板）製型前に陶土の空気を抜き水の含み具合を整えるため、こねまわすとき使用す
る台板、通常２尺角、高さ２尺５寸位４本足に作ってある。
陶土が堅かったり、柔かすぎたりするのを調整するため、足でふんで混ぜ合せたその板、
１坪位の大きさ。

（手頭）見本の焼物、１株の中から最も上等に焼けたものを選んだ。
（手鉢）上部に弧状の取手がついている鉢。焼き物などの料理を盛るほか、菓子器として
用いられる。万一の破損を考えての心がけとして、通常は手を持たないことになってい
る。

（天井板）棚積み（高さ８尺ぐらい約１０段）のとき、最上段に蓋をする棚板をいう。
（天井狭間）窯の天井に奥、中央、前の三ヶ所にあけた狭間、窯の冷却用。
（天井積）窯の天井近くに積む焼物、耐火度の高い「二荷入り」の陶土を用いた。
（天龍寺青磁）中国元時代（１２７１～１３６８年）から明時代（１３６８～１６４４年）初期にかけて龍
泉窯で作られた青磁。濃い黄緑色で、大型の花瓶や皿が多い。

（胴切り）大きな木材を丸太のまま２．５～３尺に切ったもの、「焚き起し窯」に詰め込み火
をつけた。除々に燃やすため。

（豆（闘）彩）染付で骨描したあと、赤、緑、黄、紫などを彩色したもの。中国明成化時
代（１４６５～８７年）に創立され、清の雍正時代（１７２２～３６年）に闘彩の名にふさわしい色
彩美を展開した。

（銅判）薄い銅板に絵を刻み込んで、判とした。絵薬を塗って素焼に押した。絵書きの手
間を省くため。
ロクロ細工のとき、ロクロに固定して、仕上げけずりの台とするもの、陶器製でラッパ
状をしている。

（飛青磁）鉄釉による斑文がところどころにある青磁。中国の元～明時代（１１７１～１６４４年）
にかけて龍泉窯で焼かれた。

（銅鑼（羅）鉢・鉦鉢）縁が切り立った平鉢で銅鑼のような形をしている。黄瀬戸の銅鑼
鉢がよく知られている。

（鳥毛）焼物の埃を払うもの、鶏の毛で作ったハタキ。

資料編 やきもの用語



やきものプロ養成講座

78

用 語 解 説

とるこあお

とんばい

とんぱん

なっつ
なまがけ

にごしで

にじゅうこうだい

にゅうばち

にゅうぼう

ぬけ

ぬべべら

はいかつぎ・はいか
むり
はけ
ばじょうはい

はたる
はま
ばんこ

はんだい

ばんれきあかえ

ひあぜ
ひいろ

ひおこしがま
ひだすき

ひどこ
ピンホール

ふかせがま
ふくろもの
ふせやき

ふだがね

（トルコ青）トルコ玉のような美しい青色を出す釉で、トルコ青釉、トルコ玉釉ともいう。
エジプト、ペルシアの陶器に古くから盛んに用いられた。
窯（登窯、素焼窯とも）築き用材耐火土を長方形に固めたもの、大きさは煉瓦の４、５
個分ほど。モーロともいう。
成型されたものを天日で乾かすためのもの。３尺ぐらいの間隔に丸太２本を並べ皿板に
のせて乾かした。工場内には内とんぱんが何段もあった。
はまが動かぬよう、はまの下につけるもの。極上焼物に用いた。

き じ

（生掛け）素焼きする前の素地に釉薬を掛けて本焼きすること。通常は素焼き後に釉薬を
掛ける。

き じ

（濁し手）柿右衛門の磁器に見られる米のとぎ汁のような乳白色の素地のこと。普通の磁
質には青みがある。

（二重�台）�台の畳付の部分に一本の溝が彫ってあり、�台の内側にもう一つ�台があ
るかのように見えるもの。

（乳鉢）絵薬を調合して銀台ですり上げたものをさらに絵を書きやすくするためにすりつ
ぶす陶器製鉢。内側に刷毛目があり釉薬はかかっていない。

（乳棒）にゅうばちで絵薬をすりつぶす陶器製棒。直径２糎位。このほか銀台の代りにな
るような大きなものもあった。先は陶器でつくり、柄は１．５�ぐらいで、これを柱にゆ
るく結び付けて両手で廻した。
天秤積用の円筒形の柱、耐火土でつくる。天秤、シノ、焼物などの全重量を１本の柱で
支える重要な役目をした。

（延べ箆）ロクロで成型するとき、陶土を延べ上げるへら。３０糎ぐらいの長さで先が丸く
曲っている。

（灰被）窯変した天目茶碗の一種で、灰を被ったような鼠色に変色したもののこと。灰被
天目ともいう。

（刷毛）用途によって数種ある。絵書き用や、生焼物の水拭用その他。
（馬上盃）脚部を手で握れるほどに高くした盃のことで、小向に使われることもある。馬

さん

上盞ともいう。この名の由来は、馬に乗ったまま酒を飲むのに適しているからとも、腰
が高くて馬上にいるようだからともいわれている。
陶石、釉薬をうち砕くこと、唐臼、踏唐臼、水車を利用した。
やきものを本焼成するときに焼歪みを防ぐための台座。
焼き上った素焼を取り出して、埃を鳥毛で払い除く時などに用いる台、木製で上面が畳
１枚ぐらい高さ８０糎ほど。

（藩台）焼物を本窯へ運搬する箱、４角で深さ５寸位、幅２尺５寸位正方形、しゅろなわ
でひもをつけて、天びん棒でかついで運搬した。

（万暦赤絵）中国明（１３６８～１６４４年）末期の万暦窯で作られた華麗な五彩のこと。濃密な
青花と五彩によってぎっしりと文様が描き込まれている。

（火畦）あ行の「あぜ」と同じ。
き じ

（緋（火）色）素地中の鉄分が酸化して、ほの赤く発色してできた斑文。偶然にできるも
のと人工的に作られるものがある。

（火起し窯）焚き起し窯と同じ。
わらばい

（火（緋）襷）無釉の陶器の焼成中に、藁灰が掛かったところが赤 色に窯変したもの。
近年は藁を巻きつけるなどして、人工的に作られることも多く、備前焼によく見られる。
窯の薪、たたらぎなどを焚く場所。
釉の表面に小さな孔が針の先でつついたように出来たもの。釉中の成分が焼成中にガス
化し、これが出た跡。まだ、器面に埃が付着したままの状態で施釉したときにも出る。
このほか、いろいろな原因が考えられる。
登窯の最上段に附設された窯。本窯の余熱で素焼するためのもの。

（袋物）壺などの、袋状になって、内部に空間のある形をもったやきものをさす。
（伏せ焼き）やきものの口辺を下にして焼くこと。器物の内部の汚れを防ぎ、歪みが少な
い。

（札金）焼物の入札会の時、買手が入札単価を書いて投げる真ちゅう製の札。この札金に
陶器用語の数字を書いて投げる。
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用 語 解 説

ふちとりがわ

ふとがきふで
フリット

ふんがらうす
へら
べんがら

べんざら

ぼし

まぜぼう

まどえ

みこみ

みざま

みしま

みずさし

むぎわらで

むしくい

めいいん

めおとし
めすな
めんとり

もうろいし
もうろくだし

もっこうがた

やきしめ

やすばい

やつばね
ゆうやく
ゆうりきんさい

ゆてきてんもく

ふち

（縁とり皮）ロクロ細工で成型のときふちを丸めるために用いる皮。牛皮、またはゴムを
用いた。

（太書筆）絵薬を十分含ませて大きく書くときの筆、山水絵や大きな字を書くとき用いた。
１２００度以下の低温で焼くために、釉薬中に混入する釉材料。“白玉”ともいい、鉛白玉、
無鉛白玉とがある。

（踏唐臼）足で踏んで、陶石や石膏を砕く臼。米つきにも利用した。
（箆）用途によって種類が多い。ロクロ細工用糸切り細工用、美術工芸用など。

べにがら

（弁柄）“紅殻”とも呼ぶ。酸化鉄の絵具。下絵付、上絵付に用いる。還元焼きで茶色か
ら赤っぽい色に発色し、酸化焼成では黒くなる。インドのベンガルから転じた言葉。

（紅皿）女性の化粧口紅を塗り固めてあり、盃ほどの大きさの焼物。また、焼物の破片の
別名でもあった。
本窯で焼成するとき、完全を期するため焼物を一個ずつ入れるケース。近代は１個の「ぼ
し」に数個入れるよう工夫されている、耐火土製。
ま

（混ぜ棒）手の平大の杓子形の厚板に穴をあけ、竹または木の柄をつけたもの。釉薬を底
からよく混ぜるために用う。

（窓絵）やきものの一部を釉で窓のように区切り、その中に山水、花鳥などの絵を描くこ
と。窓の形は丸、菱形、扇形などいろいろある。

（見込み）茶碗や鉢の内側のこと。内側全体を指す場合と内側の正面または中央の底面を
指す場合がある。見込みの作風は鑑賞の上で重要となる。

（見狭間）窯の中の火の色をのぞき見する狭間。火の色で焼け工合を見た。目の高さの位
置に横にあけた穴。

ぞうがん

（三島）象嵌の一種で、白釉で細かい文様があるやきもの。朝鮮李朝時代前期に焼成され
た。名称の由来は、静岡県の三島神社から発行されていた暦の仮名文字に似ているとこ
ろからつけられたとされているが、「三島」が朝鮮を示す言葉だったという説もある。

（水指）茶具の一つで、席中に置き、釜に補給する水や茶碗をすすぐ水を入れておく容器。
木製や金属製のものもあるが陶磁器が一般的である。同じ材料で作られた蓋（共蓋）が
ない場合は黒漆塗りの蓋をつかう。

（麦藁手）茶碗などの文様で、縦に細い線を何本も引いたもの。麦藁を連想させることか
と く さ せんすじ

らこの名がある。似たものに木賊文、千筋がある。
き じ

（虫食（喰）い）器の口辺部の釉薬が胎土に融着しないで、部分的に剥がれ落ちて素地土
が見えるもの。古染付などにみられる。

へら

（銘印）器物につけられた作者または窯の印。印を押しつけるかわりに、箆などで彫った
銘や染付・色釉で書いた銘もある。

（目落し）焼物の附着物などを取り除く鉄の棒、先端は鋼である。
（目砂）耐火土の砂。たて、ぬけ、ぼし、ばまなどに塗って融着を防ぐもの。

へら

（面取）丸く成形した器の曲面を箆などで削り取り、多面体にすること。または直角の角
を斜めに軽く削り取ること。
窯（本窯、素焼窯）を築くときに使用する長方形の耐火土、トンバイの異称。
物原ともいう。窯から出る廃棄物の棄場、昔ははま、もうろいし、破損焼物が多く棄て
られた。

（木瓜形）器の形の一つ。紋所の木瓜のように楕円の四隅が内側に窪んでいる形。あこだ
形、四方入隅（角）形ともいう。

（焼締）信楽や備前など、釉薬を掛けずに、陶土をただ焼いただけのものをいう。高火度
で長時間焼くため、土中の鉄分が赤く発色することが多い。
いす いす

（柞灰）釉薬の光沢を上品に落付かせるために混入する柞の木を焼いた灰。最も上等品用
で、木の箱にていねいに入れてあった。宮崎県から買っていた。

（八ツ羽根）本窯で焼物を乗せる台。このほかに六ツ羽根、四ツ羽根があった。
（釉薬）釉（うわぐすり）と同じ。
（釉裏金彩）普通の金彩が釉の上に金を貼りつけるのに対して、金粉や金箔の上に透明な
低火度釉を掛けて焼きつけたもの。絵の調子が柔らかく見え、また、金が剥がれにくい。

（油滴天目）天目茶碗の一種。黒い釉面に金色や銀色の細かい斑点が出て、ちょうど水に
浮く油滴のように見えるもの。

資料編 やきもの用語
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焚
き
起
し
（
灰
あ
ん
こ
う
）�

あ
ん
こ
う�

火床�

1の口�
2の口�

正座�

3の口�
4の口�

あげてみざま�

見ざま�

天井ざま�

用 語 解 説

ようへん

ようへんてんもく

よほう
らすたーさい

りんか

るりゆう

ろうぬき

ろくこよう

ろくろ
わりざんしょう

（窯変）窯のなかで変化が起こり、形や色調に予期しない表情や色がでること。技術・研
究の進歩にともない、現在では意識的に作られるようになった。

（曜変天目）天目茶碗の一種。黒釉の地に、銀白色で周囲に青みを含んで輝く丸い大小の
斑点が、群をなして浮かび上がり、さらにその周辺に虹色の光彩が怪しく取り巻く。原
因は不明で、世界中で日本に四点伝世するのみである。

（四方）四角の器。
（ラスター彩）白地の上に、金、銀、銅を発色剤とする顔料で文様を描いたもの。光のぐ
あいによって黄金を含んだ虹色に輝く。イスラムの代表的な装飾技法。ラスターとはき
らめきのこと。

（輪花）皿や鉢などの縁に規則的な切り込みや凹凸があり、口造り全体が花形になってい
るもの。

（瑠璃釉）酸化コバルトを着色剤とした青色の釉薬。器物全体に掛けた場合にこういう。
主として磁器に用いられる。

き じ

（�抜き）乾いた素地に溶けた�で文様を描き、そのあと全面に釉を掛けたもの。蝋の部
分だけ釉をはじいて抜文となる。

（六古窯）鎌倉時代以前より継続している古い窯を古窯の代表的なものとするが、その中
でも後世大きな産地となった瀬戸、常滑、越前、丹波、備前、信楽の六つの窯をさす慣
用語。

（轆轤）成型に用いる廻転台、車ともいった。
（割山椒）山椒の実が熟して割れ開いたような小鉢のこと。独特の形状のおもしろさから
秋の向付としてよく用いられ、三方の割れが深いものほど喜ばれる。
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波佐見焼・三川内焼関連年表
時 代 西暦 和暦 波 佐 見 焼 年 表 三 川 内 焼 年 表 参 考

安

土

・

桃

山

時

代

１５７３

１５８２

１５８５

１５９０

１５９２

１５９４

１５９７

１５９８

１５９９

１６００

１６０３

１６０５

１６０７

１６１０

１６１１

１６１２

天正元

天正１０

天正１５

天正１８

文禄元

文禄３

慶長２

慶長３

慶長４

慶長５

慶長８

慶長１０

慶長１２

慶長１５

慶長１６

慶長１７

天正年間（１５７３～１５９２）頃、波佐見は大村家の所領となる

この頃、肥前でやきもの生産がはじまる

波佐見出身の原マルチノが遣欧少年使節の一人となり、ロー

マヘ旅立つ

少年使節、ローマ法王に謁見

少年使節長崎へ帰着

文禄の役。大村家当主大村喜前は、小西行長配下となり戦地

へ赴く

岸岳城主波多氏改易により、岸岳諸窯の陶工離散

慶長の役。喜前、小西行長配下として再び戦地へ

慶長の役終了し、喜前、朝鮮人捕虜を連れ帰る

この年、李朝陶工李祐慶らによる波佐見焼創始の言い伝えあ

り。永尾山神社に「当山元建慶長四亥年」銘玉垣あり

大村藩ではじめて検地『慶長高帳』

慶長年間（１５９６～１６１５）に三股山開く『郷村記』

この頃、三股山開く『皿山旧記』

この頃、江戸期の波佐見村成立

大村藩、「御一門払い」で家臣団の整理を行う

大村藩第２回検地『慶長十七年壬子諸士高帳』

岸岳城主改易により一部の陶工が三川内の長葉山に移り開窯

する

平戸藩主松浦鎮信公が朝鮮より陶工を連れ帰り、平戸中野村
こ せき

椿坂に藩主の命により、朝鮮人陶工巨関が開窯する

こ せき さん の じょう

巨関の子、三之丞を出生する

室町幕府亡ぶ

本能寺の変により織

田信長討死

豊臣秀吉の全国統一

秀吉没

関ケ原の戦い

家康、江戸幕府開く

キリシタン禁令

波
佐
見
焼
・
三
川
内
焼
の
は
じ
ま
り

江

戸

時

代

磁
器
の
誕
生
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時 代 西暦 和暦 波 佐 見 焼 年 表 三 川 内 焼 年 表 参 考

江

戸

時

代

磁

器

の

誕

生

１６１５

１６１６

１６２２

１６３４

１６３６

１６３７

１６３９

１６４１

１６４３

１６４４

１６４７

１６５０

１６５６

１６６１

元和元

元和２

元和８

寛永１０

寛永１２

寛永１４

寛永１６

寛永１８

寛永２０

正保元

正保４

慶安３

明暦２

寛文元

喜前死去。李朝陶工と推測されている「秀山」殉死

李朝陶工李参平、佐賀藩、有田で泉山陶石発見

佐賀藩、有田・伊万里の窯場統合

中尾山開く『郷村記』『皿山旧記』

この頃有田で赤絵焼成に成功する

波佐見焼の創業に尽力したとされる富永治助死去（８０）

中尾下山開窯『郷村記』

こ せき

巨関は、一子三之丞他家来と共に藩主の命により領内で陶石

（陶土）の探索を行い、早岐の権常寺、日宇の東の浦、三川

内の吉の田、相木場の四ケ所で発見し、葭の本に仮住し試焼

きする
こうらい ば

巨関の招きにより唐津椎の峯の高麗媼は、長葉山開窯に協力した

この元和年間より藍絵・赤絵を、今村三之丞始める

三之丞は江上村（現針尾）三ツ岳にて白磁鉱を発見し白磁焼

成を研究、同じに青磁の焼成研究も始める

三之丞大村領中尾山に陶土を発見し、同地に窯築立し陶業を

始める。小柳吉右衛門弟子となる。その後平戸藩公の帰国の

下命により小柳吉右衛門に同所を譲り帰国する

三川内山に本格的な平戸藩御用窯を開窯

灰釉焼を発明する

三之丞代官兼棟梁を拝命し、今村の姓を賜る

江永、木原山に皿山役所出張所を設ける

朱泥色焼の逸品を発明する

赤絵焼を始める

製法秘密保護のため技術技法は、一子相伝の制度を設けた
こ せき

巨関永眠

平戸中野の陶工全員を三川内山に移す

大坂夏の陣

島原の乱

鎖国令

出島オランダ商館開

中国、「海禁令」で

やきもの輸出禁止

青

磁

の

時

代
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時 代 西暦 和暦 波 佐 見 焼 年 表 三 川 内 焼 年 表 参 考

江

戸

時

代

海

外

輸

出

時

代

１６６２

１６６３

１６６４

１６６５

１６６６

１６６７

１６６８

１６７２

１６７９

１６８１

１６８４

１６８５

１６８８

１６９２

１６９７

１６９９

寛文２

寛文３

寛文４

寛文５

寛文６

寛文７

寛文８

寛文１２

延宝７

天和元

貞享元

貞享２

貞享５

元禄５

元禄１０

元禄１２

稗木場山開く『九葉実録』『皿山旧記』

中尾下山開窯『九葉実録』『皿山旧記』

稗木場山開く『大村記・波佐見村』

大村藩、三股（現永尾地区）に皿山役所設置

永尾山開く『九葉実録』『皿山旧記』『郷村記』

木場山開窯『九葉実録』『皿山旧記』

稗木場山開く『郷村記』

波佐見から川棚、出島までのやきもの運搬料『九葉実録』

「私領内にて先年より少々皿、茶碗焼物出い候…」大村藩主

の手紙『大村家覚書』

大村藩による「皿山法則」『九葉実録』

天和年間（１６８１～１６８４）、波佐見村が上・下波佐見村へ

大新窯開窯『皿山旧記』

貞享年間［１６８４～１６８８）に大新窯開窯『郷村記』

この頃、稗木場新窯開窯『大村記・波佐見村』

大村藩による「皿山絵薬」（呉須）の購入開始

元禄年間（１６８８～１７０４）頃にまとめられた「大村記・波佐見

村」に、稗木場山１３軒（窯室）、稗木場新窯６軒、三股山２８

軒、木場山５軒、永尾山１３軒、中尾山３９軒の記録

百貫山開く『九葉実録』「皿山旧記」

今村弥次兵衛、天草陶石を発見

天草陶石と三ツ岳石の調合に成功する

透かし彫刻物や盛り上げ画、捻り細工物等始める

寛文年間：青藍唐子面染付が田中與兵衛尚俊によって始ま

る。後に禁裏製品となる

公議（徳川家）御献上品ご用命を受ける

細工所、代官役所、御番宅等五棟を新築する

こうらい ば

高麗媼１０６歳で永眠

禁裏御献上品御用命ぜられる

寛永以来宝暦年代に亘り諸国より、磁器素地の調合を探知しようと

六部又は商人に姿変えて潜入、瀬戸の加藤民吉もその一人であった

中国、「展海令」に

より輸出再開

く
ら
わ
ん
か
の
時
代
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時 代 西暦 和暦 波 佐 見 焼 年 表 三 川 内 焼 年 表 参 考

江

戸

時

代

く

ら

わ

ん

か

の

時

代

１７０２

１７０５

１７１２

１７３２

１７３４

１７４２

１７４３

１７５１

１７６３

１７７２

１７７５

１７８１

１７８３

１７９６

１８０７

１８３０

元禄１５

宝永２

正徳２

享保１７

享保１９

寛保２

寛保３

宝暦元

宝暦１３

安永元

安永４

天明元

天明３

寛政８

文化４

天保元

波佐見焼売り出しの記録『皿山旧記』

稗木場山陶工、長与窯（長崎県長与町）を再興『郷村記』

下津深江村（熊本県天草）での開窯に際し、三股の陶工が招

かれる『上田家文書』

享保の飢饉の影響で、窯業界不振『九葉実録』

享保年間中（１７１６～１７３６）、皿山地区に人形浄瑠璃おこる

現在、長崎県指定無形民俗文化財

村木に三藩の境を決めた三領石を建てる

大坂問屋とのやきもの取引開始『皿山旧記』

高浜焼（熊本県天草）の開窯に、長与窯の陶工招聘さる

安永年間（１７７２～１７８１）に編纂された『難波丸綱目』にこ

のころ大坂で大村藩のやきものを取り扱っていたと考えら

れる「大村なみ物問屋」の記録

砥部焼（愛媛県砥部町）での磁器創業に際し、長与窯の陶工

が招かれる

稗木場山で「ひびれ焼」創始

『近国焼物大概帳』によれば、この年、長与皿山３１間（窯室）、

中尾皿山８０間、三股皿山約７５間、永尾皿山約２０間、稗木場皿

山約３０間

三川内の陶工の一部が、佐々の一ノ瀬皿山に移る

瀬戸の加藤民吉、目的を果たして瀬戸に帰る

（文化文政時代）長崎に平戸三川内焼物産会所設置し、盛ん

に海外貿易を行う

蘭人が長崎にきて茄菲具を嗜好し貿易を起こす

「本山は我国における茄菲具（薄手兜形茶碗）の製作の元祖

にして海外輸出の先駆者なり」

赤穂浪士討ち入り

享保飢饉

天明の飢饉



や
き
も
の
プ
ロ
養
成
講
座

8
8

時 代 西暦 和暦 波 佐 見 焼 年 表 三 川 内 焼 年 表 参 考

江

戸

時

代

く

ら

わ

ん

か

の

時

代

１８３２

１８３３

１８３５

１８３７

１８４４

１８５３

１８５４

１８６２

１８６５

１８６７

１８６８

１８７０

１８７１

１８７２

１８７５

１８７７

天保３

天保４

天保６

天保８

天保１５

嘉永６

安政元

文久２

慶応元

慶応３

明治元

明治３

明治４

明治５

明治８

明治１０

波佐見で文化・文政（１８０４～１８３０）頃、色絵を完成したと伝

えられる馬場大助死去（６０）

天保の飢饉の影響で、稗木場皿山窮乏。福田安兵衛、廃窯の

危機を救い、「義人安兵衛」と称えられる

この年、伊万里港から積み出された波佐見焼は、３万７百俵

『伊万里歳時記』

この頃編纂された『郷村記』によれば、三股上登窯２３軒（窯

室）、三股下登窯２４軒、永尾本登窯２９軒、中尾上登窯３３軒、

中尾下登２６軒、中尾大新窯３９軒、稗木場皿山２０軒

皿山役所閉鎖

この年、三股山４３室、永尾山２４室、中尾山４８室、稗木場山１２

室の記録『大村藩史』

この頃より、染付顔料にコバルトを使用

「カッパ刷り」始まる

（嘉永安政時代）貿易益々盛んになる

福本永太郎平戸焼物産会所の業務一切を担当する

中里平兵衛須佐焼御用を拝命

金蘭錦付二度焼始まる

明治維新と共に廃藩置県となり、藩御用窯廃止され民窯とし

て再出発する

満宝山商舗を設立し、平戸焼物産会所の業務を引受ける

従来の大型登り窯（３０～４０間）を小型化（６～１５間）する

有田深川栄左右衛門より錦付紅茶々碗の注文を受ける

精密なる小物の素地成形に石膏を使用し始める

天保の飢饉

大塩平八郎の乱

ペリー来航

大政奉還

明治維新

西南の役

明

治

時

代

明
治
・
大
正
時
代
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時 代 西暦 和暦 波 佐 見 焼 年 表 三 川 内 焼 年 表 参 考

明

治

時

代

明

治

・

大

正

時

代

１８８０

１８８１

１８８３

１８８４

１８８５

１９８７

１８８９

１８９０

１８９１

１８９３

１８９４

１８９５

１８９７

１８９９

１９００

１９０１

１９０２

１９０４

１９０６

１９０７

１９０８

１９１０

明治１３

明治１４

明治１６

明治１７

明治１８

明治２０

明治２２

明治２３

明治２４

明治２６

明治２７

明治２８

明治３０

明治３２

明治３３

明治３４

明治３５

明治３７

明治３９

明治４０

明治４１

明治４３

天草陶石の使用『郷存記』

水車唐臼の開始

『東彼杵郡村誌』によれば、この年、上波佐見村では、徳利

１０万１３７６本、燗瓶５万８５００本、茶碗８万３３００組、下波佐見村

では、陶器４１万７０００個を生産

この年に書かれた『陶器窯台帳』によれば、中尾地区に１０登

６０室、三股地区に１０登７５、永尾郷に４登３７の登窯あり

この頃、銅版転写開始

波佐見金山の採掘始まる

陶磁器意匠伝習所を中尾地区に開設

稗木場陶磁器意匠伝習所を皿山地区に開設

上波佐見村陶磁器信用販売組合設立

波佐見銀行創設

磁器製碁石の生産を始める

このころより豊島、富田両氏は東京、横浜、神戸、長崎その

他の地を往来し販路の拡張に努める

東京上野共進会に出品

透し彫りの技術・技法を会得完成する

磁器製義歯の生産を始める

仏国パリ万国博覧会に出品

長崎県知事閣下によって透し彫り香炉を皇室へ献上

東京上野博覧会に出品

米国シカゴ博覧会に出品

陶磁器製造組合を設立

京都内国勤業博覧会に出品

蝋を用いて模様を描く技法を考案

陶磁器意匠伝習所を創設

仏国パリ万国博覧会に出品

日本窯業第一回共進会に出品

米国セントルイス博覧会に出品

その他多くの国内共進会に出品

陶磁器工業補習学校を創立

日清戦争勃発

日露戦争始まる

韓国併合
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時 代 西暦 和暦 波 佐 見 焼 年 表 三 川 内 焼 年 表 参 考
明
治

時
代

明

治

・

大

正

時

代

１９１２

１９１４

１９１６

１９１７

１９１８

１９１９

１９２３

１９２５

１９２６

１９２７

１９２９

１９３０

１９３２

１９３４

１９３５

１９３７

１９３８

１９３９

１９４０

１９４１

明治４５

大正３

大正５

大正６

大正７

大正８

大正１２

大正１４

大正１５

昭和２

昭和４

昭和５

昭和７

昭和９

昭和１０

昭和１２

昭和１３

昭和１４

昭和１５

昭和１６

波佐見金山閉山

上波佐見村に電灯ともる

中尾地区で鋳こみ始まる

長崎県東彼杵郡陶磁器株式会社設立

長崎県東彼杵郡陶磁器同業組合設立

ゴム印利用絵付開始

下波佐見村で村営電気事業開始

波佐見における石炭窯の開始（山慶）

波佐見銀行など吸収合併し大村銀行設立

この頃中尾上登窯廃窯

波佐見に長崎県窯業指導所開設 この頃皿山本登窯廃窯色絵

磁器で第１回重要無形文化財（１９５５）保持者となる富本憲吉

が波佐見を訪れ、福幸窯で製作に励む

波佐見陶磁器工業組合設立 長崎県史跡天然記念物調査委員

を委嘱（古窯跡踏査による調査）

上波佐見村に町制

洋食器生産開始（小吉陶園）

上波佐見町に公会堂建つ

波佐見陶磁器工業組合新事務所落成

やきものの価格統制

陶磁器業企業統制

この年以降登り窯から単窯に移行し始める

工業補習所を陶磁器従弟養成所に改称

長崎県三川内陶磁器工業組合を設立

県中央会と日本陶磁器工業組合連合会に加入

肥前陶磁器工業組合連合会に加入

第一回共同販売を実施

明治天皇崩御

第１次世界大戦勃発

ロシア革命

ベルサイユ条約

関東大震災

治安維持法

大正天皇崩御

金融恐慌

ロンドン軍縮会議

日中戦争始まる

第２次世界大戦勃発

太平洋戦争始まる

大

正

時

代

昭

和

時

代

昭

和

時

代
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時 代 西暦 和暦 波 佐 見 焼 年 表 三 川 内 焼 年 表 参 考

昭

和

時

代

昭

和

時

代

１９４３

１９４４

１９４５

１９４６

１９４７

１９４９

１９５０

１９５２

１９５３

１９５６

１９５９

１９６０

１９６２

１９６５

１９６８

１９７１

１９７４

１９７８

１９７９

１９８１

昭和１８

昭和１９

昭和２０

昭和２１

昭和２２

昭和２４

昭和２５

昭和２７

昭和２８

昭和３１

昭和３４

昭和３５

昭和３７

昭和４０

昭和４３

昭和４６

昭和４９

昭和５３

昭和５４

昭和５６

海軍食器生産

陶製手榴弾生産（今田製陶所 陸軍食器生産）

全国陶磁器統制組合解散

やきものの価格統制撤廃

この頃、永尾本登窯廃窯

この頃、智惠治登窯廃窯 中尾地区大水害

この頃、石炭窯から重油窯への転換進展

上波佐見町、下波佐見村合併し波佐見町誕生

第１回波佐見陶器まつり、見本市開催

畑ノ原窯跡、長崎県史跡指定

長崎県窯業指導所を長崎県窯業技術センターと改称

波佐見焼創業３７０年祭・陶祖李祐慶の碑・陶碑建立

長崎県窯業技術センターを長崎県窯業試験場と改称

波佐見焼、伝統的工芸品産地指定

波佐見町古窯跡分布調査 中尾下登窯発掘調査

畑ノ原窯跡の発掘調査

長崎県陶磁器統制組合を設立

三川内支所となる

統制組合を解散し、長崎県三川内陶磁器工業組合に改名

商工共同組合の組織変更により、三川内陶磁器工業協同組合

に改名

釉薬の共同生産を始める

共同販売の一本を実施する

三川内陶磁器文化センターを新築

この文化センター内に工業組合・３商業組合が入所

常陸宮両殿下おなり

伝統的工芸品産業振興法が制定される

三川内陶磁器工業協同組合が認定を受けるため、申請書を福

岡通産局に提出

伝統的工芸品産地として国の指定を受ける

後継者育成事業を開始

太平洋戦争終結

日本国憲法発布

神武景気

国連加盟

沖縄日本へ復帰
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時 代 西暦 和暦 波 佐 見 焼 年 表 三 川 内 焼 年 表 参 考

昭
和
時
代

昭
和
時
代

１９８２

１９８４

１９８９

１９９１

１９９２

１９９３

１９９４

１９９５

１９９６

１９９７

１９９８

１９９９

２０００

２００３

２００４

２００５

昭和５７

昭和５９

昭和６４平成元

平成３

平成４

平成５

平成６

平成７

平成８

平成９

平成１０

平成１１

平成１２

平成１５

平成１６

平成１７

陶芸の館オープン

第１回桜陶祭開催（中尾地区）

中尾上登窯 世界最大級と発掘調査で確認 新聞発表

県立波佐見高校に陶心館完成 長崎県窯業試験場、長崎県窯

業技術センターと改称、新庁舎落成

畑ノ原窯跡復元工事完成

中尾陶芸の里づくり事業完了 世界の窯広場完成 世界・�

の博覧会開催

長崎県指定無形文化財「白磁手ロクロ」保持者に田澤大助氏

認定

石丸水雄氏、波佐見古陶磁４１点を県立美術博物館へ寄贈。

波佐見焼４００年祭開催

５基の窯跡（畑ノ原窯跡・三股青磁窯跡・長田山窯跡・中尾

上登窯跡・永尾本登窯跡）と２箇所の窯業関連遺跡（皿山役

所跡・三股砥石川陶石採石場）が国史跡（『肥前波佐見陶磁

器窯跡』に指定

中尾郷に所在する明治２３年に建てられたやきもの卸商家であ

る『中尾山うつわ処 赤井倉』が国登録有形文化財に指定

永尾郷所在の『智惠治窯跡』が長崎県史跡指定

中尾山煙突（８箇所）など、長崎県まちづくり景観資産へ登

録される

三川内焼伝統産業会館を新築設立

工業組合の事務所を館内に移転

古平戸約８００点を佐世保市が一括購入

三川内焼伝統産業会館に三川内焼美術館増設完成・佐世保市

うつわの歴史館落成

世界・�の博覧会開催

三川内焼美術館に古平戸の展示を開始

開窯４００年祭を実施

長崎及び東京で三川内焼青華の世界展開催

常陸宮両殿下おなり（全国自然公園大会出席）

昭和天皇崩御

平

成

現

代
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